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１０
月
２
日
に
行
わ
れ
た
東
大

阪
市
議
会
議
員
及
び
市
長
選
挙

で
、
市
長
に
は
野
田
義
和
氏
、

市
議
会
議
員
に
は
新
人
８
人
を

含
む
４２
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

１０
月
４
日
、
野
田
市
長
は
た

く
さ
ん
の
支
持
者
や
職
員
が
出

迎
え
る
中
、
選
挙
後
初
登
庁
を

行
い
ま
し
た
。
大
き
な
拍
手
で

迎
え
ら
れ
た
野
田
市
長
は
、
支

持
者
や
職
員
か
ら
花
束
が
手
渡

さ
れ
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
応
え
て
い

ま
し
た
（
写
真
）。

そ
の
後
、
市
役
所
本
庁
舎
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

挨
拶
で
は
「
再
選
し
、
改
め
て

大
き
な
期
待
と
責
任
を
感
じ
て

い
ま
す
。
選
挙
戦
で
の
激
励
や

意
見
、
期
待
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
着
実
に

実
行
し
、
市
民
に
と
っ
て
こ
の

東
大
阪
市
が
『
い
い
町
だ
』『
離

れ
た
く
な
い
』
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
」
と
、
２
期
目
へ
の

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
長
の
任
期
は
、
平

成
２３
年
１０
月
２８
日
か
ら
平
成
２７

年
１０
月
２７
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

（
関
連
２
面
）

１０
月
２
日
に
行
わ
れ
た
東
大
阪
市
長
選

挙
で
野
田
義
和
市
長
が
再
選
し
、
４
日
初

登
庁
し
ま
し
た
。
野
田
市
長
は
、
平
成
１９

年
に
引
き
続
い
て
の
当
選
で
２
期
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
種
多
様
な
業
種
の
企
業
が
集
積
す
る

本
市
で
は
、
引
き
合
い
の
増
加
や
モ
ノ
づ

く
り
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
企
業

の
製
品
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
製
品
や

技
術
力
の
優
れ
た
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん

か
。パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、日
本
企
業
の
海
外
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支
援
し
て
い
る
日
本

貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
に
設
置

し
、
世
界
へ
発
信
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

市
内
に
本
社
ま
た
は
工

場
が
あ
り
、
応
募
製
品
の
企
画
、
設
計
、製

造
の
い
ず
れ
か
を
市
内
事
業
所
で
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど

◇
募
集
製
品

次
の
２
つ
の
部
門
か
ら

選
定
し
ま
す
。

▽
デ
ザ
イ
ン
部
門
�
約

２０
製
品

▽
技
術
部
門
�
約
１０
製
品

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
、
１０
月
３１
日
�
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
要
項
や
応
募
用
紙
は
モ
ノ
づ
く
り
支

援
室
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１

市
役
所
モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
７
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
４
６

本
市
か
ら
宮
城
県
石
巻
市

立
大
谷
地
小
学
校
を
含
む
被

災
地
へ
の
支
援
が
現
在
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

本
市
か
ら
児
童
書
な
ど
約

５
０
０
０
冊
の
書
籍
を
贈
っ

た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
を
伝

え
る
た
め
、
７
月
に
市
役
所

を
訪
れ
た
大
谷
地
小
学
校
の

杉
山
昭
夫
校
長
は
、被
災
地
の

状
況
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
野
田
市
長
に
伝
え
る
と
と

も
に
、ピ
ア
ノ
な
ど
が
被
災
し

て
使
え
な
い
こ
と
か
ら
、子
ど

も
た
ち
に
通
常
の
授
業
な
ど

を
行
う
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
こ
と
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
話
を
受
け
て
、
早
速

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

の
中
学
校
で
使
用
し
て
い
た

電
子
ピ
ア
ノ
と
花
園
図
書
館

か
ら
の
児
童
書
約
２
０
０
冊

を
用
意
し
、
８
月
に
大
谷
地

小
学
校
へ
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
届
い
た
お
礼
の

手
紙
に
は
、
幾
度
に
わ
た
る

支
援
に
対
し
て
の
お
礼
と
と

も
に
、
児
童
書
の
搬
送
に
も

同
行
し
た「
ト
ラ
イ
く
ん
」に

ち
な
み
『
ト
ラ
イ
文
庫
』
と

名
付
け
ら
れ
た
書
庫
に
本
市

が
贈
っ
た
児
童
書
が
保
管
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
児
童
が
利

用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、台
風
１２
号
の
被
災

者
を
支
援
す
る
た
め
、９
月
３０

日
ま
で
市
内
１０
か
所
の
公
共

施
設
に
募
金
箱
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
、計
３４
万
１
６
３
８
円

の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
と

和
歌
山
県
支
部
に
配
分
し
、

送
金
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

政
策
推
進

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
１
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
６

２市議会議員を紹介

３年金から住民税を引き落とし

４人間ドックの費用を助成

６・７決算まとまる

■人 口：503，757人
■世帯数：221，465世帯（平成23年9月1日現在）
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野 田 市 長 が 再 選
笑 顔 で 初 登 庁

皆
さ
ん
の
真
心
を
被
災
地
へ

台
風
１２
号
支
援
義
援
金

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



秋
月
秀
夫
（
６１
）

日
本
共
産
党

玉
串
町
西
３
―
３
―
４１

浅
川
健
造
（
６８
）

無
所
属

三
ノ
瀬
２
―
３
―
６

浅
野
耕
世
（
３２
）

日
本
共
産
党

楠
根
２
―
７
―
２８

天
野
�
夫
（
６５
）

無
所
属

下
小
阪
１
―
２
―
７
―
１
３
０
３

飯
田
芳
春
（
６１
）

無
所
属

上
石
切
町
１
―
５
―
２７

上
野
欽
示
（
６０
）

無
所
属

若
江
北
町
３
―
１
―
４

上
原
賢
作
（
４６
）

日
本
共
産
党

近
江
堂
３
―
１４
―
３９

右
近
徳
博
（
３８
）

無
所
属

金
岡
３
―
２３
―
２
―
２
０
３

内
海
公
仁
（
５５
）

日
本
共
産
党

大
�
北
２
―
４
―
２１

江
越
正
一
（
５７
）

公
明
党

鷹
殿
町
１６
―
２０

大
野
一
博
（
６７
）

自
由
民
主
党

吉
田
２
―
３
―
４０

岡
修
一
郎
（
３７
）

自
由
民
主
党

御
幸
町
１７
―
４

川
光
英
士
（
５８
）

公
明
党

四
条
町
９
―
１９

木
村
芳
浩
（
３８
）

無
所
属

新
池
島
町
２
―
１
―
１３

江
田
輝
樹
（
５７
）

公
明
党

古
箕
輪
１
―
１３
―
３２

河
野
啓
一
（
６４
）

無
所
属

新
町
８
―
３５

塩
田
清
人
（
５５
）

日
本
共
産
党

日
下
町
８
―
６
―
３３

嶋
倉
久
美
子
（
５６
）

日
本
共
産
党

水
走
１
―
１
―
１０

田
口
義
明
（
６１
）

自
由
民
主
党

上
六
万
寺
町
１２
―
２７

樽
本
丞
史
（
４３
）

自
由
民
主
党

川
田
２
―
２１
―
１８

寺
田
広
昭
（
６１
）

民
主
党

日
下
町
３
―
４
―
４０

冨
山
勝
成
（
４６
）

無
所
属

中
石
切
町
２
―
１２
―
１８

鳥
居
善
太
郎
（
５６
）

無
所
属

旭
町
１８
―
４５

長
岡
嘉
一
（
４２
）

日
本
共
産
党

上
小
阪
３
―
１２
―
７

鳴
戸
鉄
哉
（
５８
）

民
主
党

南
荘
町
９
―
３

西
田
和
彦
（
５４
）

公
明
党

新
庄
２
―
１４
―
１９

西
村
潤
也
（
３１
）

無
所
属

若
江
南
町
３
―
８
―
１１

野
田
彰
子
（
５４
）

無
所
属

菱
屋
西
３
―
１３
―
２０

浜
正
幸
（
５９
）

日
本
共
産
党

御
厨
栄
町
１
―
３
―
１３
―
１
３
０
８

菱
田
英
継
（
５１
）

公
明
党

吉
田
１
―
１１
―
４

平
田
正
造
（
６１
）

公
明
党

森
河
内
西
１
―
１０
―
８
―
３
０
２

広
岡
賀
代
子
（
５５
）

公
明
党

小
若
江
３
―
２３
―
７

藤
木
光
裕
（
５４
）

自
由
民
主
党

東
石
切
町
５
―
３
―
２３

藤
本
卓
司
（
６１
）

自
由
民
主
党

南
鴻
池
町
２
―
１２
―
３１

松
尾
武
（
４８
）公

明
党

岸
田
堂
南
町
１
―
２８

松
川
啓
子
（
４９
）

公
明
党

中
石
切
町
２
―
１
―
５８

三
輪
秀
一
（
５６
）

日
本
共
産
党

東
鴻
池
町
４
―
７
―
２４

安
田
秀
夫
（
５１
）

公
明
党

若
江
東
町
４
―
５
―
１２

山
�
毅
海
（
５２
）

公
明
党

近
江
堂
３
―
１３
―
２０

横
山
純
児
（
５８
）

無
所
属

源
氏
ヶ
丘
１６
―
１７

吉
田
聖
子
（
５５
）

公
明
党

小
阪
１
―
４
―
１６

米
田
英
教
（
４３
）

維
新
の
会
東
大
阪

東
石
切
町
２
―
５
―
９

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口

業
務
を
試
行
開
設
し
ま
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保

険
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
や
警
察
署
な
ど
へ

の
確
認
や
問
合
せ
が
必
要
な
場

合
は
、
取
扱
い
が
で
き
な
い
と

き
や
手
続
き
が
完
了
し
な
い
と

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し

く
は
担
当
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◇
開
設
日
時

１０
月
２２
日
�

午
前
９
時
〜
正
午

◇
開
設
場
所

市
役
所
本
庁

舎
２
階
、
３
階

取
扱
い
業
務

【
住
民
関
係
】

戸
籍
届
、
住
民
異
動
届
、
外

国
人
登
録
申
請
、
印
鑑
登
録
な

ど
の
届
出
や
住
民
票
、印
鑑
証
明

な
ど
の
各
種
証
明
書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
４

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
関
係
】

加
入
・
脱
退
・
変
更
の
申
請

や
各
種
療
養
費
の
給
付
申
請
、

保
険
料
の
納
付
・
相
談
な
ど

◇
問
合
せ
先

▽
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

▽
医
療
保

険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

乳
幼
児
や
障
害
者
な
ど
の
医

療
費
助
成
に
か
か
る
医
療
証
の

申
請
お
よ
び
療
養
費
の
申
請
な

ど
◇
問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
こ
ど
も
の
手
当
関
係
】

子
ど
も
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

市
税
の
各
種
証
明
書
発
行
や

納
付
・
相
談
・
申
告
受
付
・
申

請
受
付
・
閲
覧
・
届
出
、
原
動

機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊

自
動
車
の
登
録
・
廃
車

◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
０

▽
市
民
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
３
５
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
９

▽
固
定
資

産
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
４
３
〜
４
、�
０
６（
４
３

０
９
）３
８
１
１

▽
納
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
４
７

〜
５
２
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
８◇

◇

◇
試
行
開
設
の
問
合
せ
先

政
策
推
進
室

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
０
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
２
６

１０
月
２
日
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
市
議
会
議
員
４２

人
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
・
５０
音
順
）。

任
期
は
平
成
２３
年
１０
月
２
日
か
ら
平
成
２７
年
１０

月
１
日
ま
で
で
す
。

※
枠
内
は
右
か
ら
氏
名
、
年
齢
、
党
派
、
住
所

の
順
（
平
成
２３
年
１０
月
２
日
現
在
）。

東大阪市議会議員

選選
ばば
れれ
たた
４４２２
人人
をを
紹紹
介介

市役所本庁舎の一部窓口業務

第４土曜日に
開設しています

（２）平成２３年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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寄
附
が
よ
り
身
近
に

寄
附
金
控
除
の

適
用
下
限
額
引
き
下
げ

全
国
で
、
古
く
な
っ
た
消

火
器
が
破
裂
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、

メ
ー
カ
ー
の
推
奨
で
家
庭
用

が
５
年
、
事
業
所
用
が
８
年

で
す
。
家
庭
や
事
業
所
に
あ

る
消
火
器
を
確
認
し
、
古
く

な
っ
た
消
火
器
は
使
用
せ
ず
、

買
い
換
え
る
な
ど
の
対
策
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
消
火
器
（
エ
ア
ゾ

ー
ル
式
を
除
く
）
の
金
属
部

品
や
粉
末
消
火
薬
剤
は
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
ま
す
の
で
、
処

分
す
る
場
合
は
消
火
器
リ
サ

イ
ク
ル
窓
口
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
料
金
な
ど
く
わ
し

く
は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp���w
w
w
.fer

p
c.jp�a

ccep
t�

）ま
た
は

消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

▽
消
火
器

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

０
３（
５
８
２
９
）６
７
７
３

▽
予
防
広
報
課

０
７
２（
９

６
６
）９
６
６
２
、�
０
７
２

（
９
６
６
）
９
６
６
９

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

消
火
器
の
破
裂
事
故
の
増

加
に
伴
い
、「
そ
の
消
火
器
は

今
す
ぐ
処
分
し
な
い
と
危
険
」

「
消
防
署
か
ら
依
頼
を
受
け

て
回
収
し
て
い
る
」
な
ど
、

言
葉
巧
み
に
消
費
者
の
不
安

を
あ
お
り
、
高
額
な
金
額
を

請
求
す
る
悪
質
な
訪
問
販
売

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

消
防
署
が
、
消
火
器
の
回

収
や
販
売
を
業
者
に
依
頼
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
き
っ

ぱ
り
と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、脅
迫
さ
れ
た
場
合
は
、

警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
契
約
し
て
し
ま
っ

て
も
、
訪
問
販
売
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９

６
５
）
０
１
０
２
、
�
０
７

２
（
９
６
２
）
９
３
８
５

４
月
１
日
現
在
、
６５
歳
以
上

の
年
金
受
給
者
で
住
民
税
を
納

税
す
る
義
務
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
年
金
か
ら
住
民
税
を
引
き

落
と
し
し
て
い
ま
す
（
特
別
徴

収
制
度
）。

こ
の
制
度
は
、
年
金
を
支
給

す
る
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年

金
保
険
者
が
、
年
金
の
支
給
前

に
住
民
税
を
引
き
落
と
し
て
市

区
町
村
へ
直
接
納
入
す
る
も
の

で
、
年
金
受
給
者
の
納
税
の
手

間
が
省
か
れ
る
と
と
も
に
、
市

町
村
の
徴
収
の
効
率
化
を
図
る

も
の
で
す
。

新
た
な
税
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん

特
別
徴
収
制
度
は
、
納
税
方

法
を
変
更
す
る
だ
け
の
も
の
で
、

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
新
た
な
税

負
担
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対
象
は
６５
歳
以
上
で

年
金
所
得
に
か
か
る

住
民
税
の
納
税
義
務
者

特
別
徴
収
制
度
の
対
象
は
、

４
月
１
日
現
在
、
６５
歳
以
上
の

年
金
受
給
者
で
、
前
年
中
の
年

金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
納

税
義
務
が
あ
る
方
で
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
が
年

金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い

な
い
方
や
引
き
落
と
し
さ
れ
る

住
民
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
の

額
を
超
え
る
方
な
ど
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

【
引
き
落
と
し
対
象
年
金
】

引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る

年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
ま
た

は
昭
和
６０
年
以
前
の
制
度
に
よ

る
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど

で
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

な
ど
の
非
課
税
の
年
金
か
ら
住

民
税
を
引
き
落
と
す
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
引
き
落
と
し
住
民
税
額
】

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
住
民
税
額
の
み
を
引
き
落

と
し
し
ま
す
。
給
与
所
得
や
事

業
所
得
な
ど
に
か
か
る
住
民
税

を
年
金
か
ら
引
き
落
と
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
ど

お
り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し

ま
た
は
納
付
書
、
口
座
振
替
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仮
徴
収
と
本
徴
収

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
初
年

度
は
、
１０
月
か
ら
の
本
徴
収
に

よ
り
特
別
徴
収
を
行
い
ま
す
。

引
き
落
と
し
の
開
始
が
１０
月
支

給
分
の
年
金
か
ら
と
な
る
た
め
、

住
民
税
額
の
う
ち
６
月
と
８
月

は
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
年
度
以
降
は
、前
年
度
２
月

の
引
き
落
と
し
額
と
同
額
を
４

月
・
６
月
・
８
月
に
仮
徴
収
し
、

仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
り

の
税
額
を
１０
月
・
１２
月
・
翌
年

２
月
に
分
け
て
本
徴
収
し
ま
す
。

引
き
落
と
し
を

中
止
す
る
場
合

引
き
落
と
し
開
始
後
、
市
外

へ
の
転
出
や
税
額
の
変
更
、
年

金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
は
引
き
落
と
し
が
中
止

と
な
り
、
残
り
の
税
額
を
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
年
金
記
録
の
再
裁
定
】

年
金
記
録
の
再
裁
定
に
よ
り
、

年
金
支
払
額
が
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
年
税
額
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
税
額
変
更

を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
生
じ

た
差
額
を
納
付
書
な
ど
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
道
府
県
や
市
区
町
村
へ
寄

附
を
し
た
場
合
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
と
個
人
住
民
税

お
よ
び
所
得
税
の
寄
附
金
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２３
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
平
成
２３
年
以
後
の
寄
附

分
は
、
個
人
住
民
税
の
適
用
下

限
額
が
５
０
０
０
円
か
ら
２
０

０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
寄

附
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
所
得
税
の
申
告
義
務

が
な
い
方
で
個
人
住
民
税
の
み

が
課
税
と
な
る
場
合
は
、
個
人

住
民
税
の
申
告
に
よ
っ
て
寄
附

金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

新たに６５歳になられ
た年金を受給してい
る方などが対象です

市
民
税
・
府
民
税
第
３
期
分

の
納
期
限
は
１０
月
３１
日
�
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
市
税
取
扱
金
融

機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
口
座
振
替

を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
口
座

の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
。

【
休
日
納
付
相
談
】

納
付
が
困
難
な
方
は
、
来
庁

ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
来
庁
の
際
は
、
納
税
通
知

書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
の
電
話
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
と
き

１０
月
２２
日
�
、
２３

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

納

税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

４
８
〜
５
２
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
８

市
営
住
宅
（
空
き
家
）
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
募

集
住
宅
は
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
応
募
資
格

次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
方

▽
市

内
在
住
（
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
）
ま
た
は
在
勤

▽

婚
約
者
ま
た
は
内
縁
者
を
含

む
同
居
親
族
が
い
る
（
単
身

者
で
も
６０
歳
以
上
〈
昭
和
３１

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
６０
歳
未
満
の
方
を
含
む
〉

や
障
害
者
な
ど
の
条
件
を
満

た
せ
ば
可
）

▽
住
宅
に
困

っ
て
い
る
（
持
ち
家
が
あ
る

方
は
原
則
不
可
）

▽
所
得

が
基
準
額
以
内（
一
般
階
層
１５

万
８
０
０
０
円
以
内
、
裁
量

階
層
２１
万
４
０
０
０
円
以
内
）

◇
対
象

申
し
込
め
る
間

取
り
は
世
帯
人
数
と
住
宅
に

よ
っ
て
異
な
り
、
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
期
限
付
き
若

年
者
世
帯
向
け
住
宅
（
入
居

承
認
か
ら
１０
年
後
に
返
還
が

必
要
）
�
子
ど
も
が
い
る
３５

歳
以
下
の
夫
婦

▽
一
般
世

帯
向
け
住
宅
�
応
募
資
格
を

満
た
す
単
身
者（
１
Ｄ
Ｋ
）、

単
身
者
以
上（
２
Ｄ
Ｋ
）、
３

人
以
上
（
３
Ｄ
Ｋ
）

▽
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
（
生
活

援
助
員
派
遣
に
か
か
る
費
用

が
別
途
必
要
）
�
家
族
か
ら

日
常
生
活
の
支
援
が
期
待
で

き
な
い
６５
歳
以
上
の
単
身
者

▽
車
い
す
常
用
者
世
帯
向
け

住
宅
�
下
肢
や
体
幹
に
程
度

の
高
い
機
能
障
害
を
も
ち
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
を
持
つ
室
内
お

よ
び
室
外
に
お
い
て
車
い
す

常
用
者
が
い
る
単
身
者
ま
た

は
２
人
以
上
の
世
帯

※
年
齢
な
ど
の
要
件
は
１１

月
４
日
現
在
。
く
わ
し
く
は

応
募
用
紙
に
添
付
の
募
集
申

込
み
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
１０
月
２４

日
�
〜
１１
月
４
日
�
（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）に
住

宅
政
策
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、福
祉
事
務
所
で
配
布
。

◇
応
募
方
法

応
募
用
紙

（
１
世
帯
１
通
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添

え
て
、
所
定
の
封
筒
で
１１
月

４
日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
郵
送

※
重
複
応
募
不
可
。
１２
月

１
日
�
午
前
１０
時
か
ら
市
役

所
本
庁
舎
１
階
多
目
的
ホ
ー

ル
で
公
開
抽
選
し
、
仮
当
選

者
を
決
定
（
後
日
入
居
審
査

あ
り
）。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

住

宅
政
策
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
３
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
４

車いす常用者
世帯向け住宅

１戸（２ＤＫ）

―

―

―

※家賃は住宅と収入により異なり、敷金は家賃の３か月分です。

〈家賃の例〉稲田鷺島住宅２４，９００円～５８，９００円程度、上小阪東住宅１５，３００

円～２７，３００円程度

シルバーハウ
ジング

―

２戸（１ＤＫ）

―

―

一般世帯向け
住宅

１戸（１ＤＫ）
１戸（２ＤＫ）

２戸（２ＤＫ）
３戸（３ＤＫ）

３戸（２ＤＫ）

１戸（３ＤＫ）

期限付き若年者
世帯向け住宅

―

３戸（３ＤＫ）

―

―

住 宅 名

高 井 田

稲田鷺島

上小阪東

若 宮

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税のののののののののののののののののののののの引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引きききききききききききききききききききききき落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落ととととととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししし

市市
営営
住住
宅宅
入入
居居
者者
をを
募募
集集

１１００月月支支給給分分のの年年金金かからら開開始始

高高
井井
田田
・・
稲稲
田田
鷺鷺
島島
なな
どど

納
期
限
は
１０
月
３１
日

市
・
府
民
税
第
３
期
分

破
裂
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
�

古古古古古古古古古古古古古古古古
くくくくくくくくくくくくくくくく
なななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたた
消消消消消消消消消消消消消消消消
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ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１０月１５日（３）



平
成
２３
年
１０
月
以
降
の
子

ど
も
手
当
の
受
給
に
は
、
子

ど
も
手
当
認
定
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
９
月
３０
日

現
在
、
手
当
を
受
給
中
で
支

給
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
へ

は
、
１０
月
３１
日
に
子
ど
も
手

当
認
定
請
求
書
を
送
付
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
書
い
て
、

１１
月
３０
日
�
ま
で
に
国
民
年

金
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
３
月
３１
日
ま

で
に
申
請
す
る
と
、
１０
月
以

降
の
手
当
を
遡
っ
て
受
給
で

き
ま
す
が
、
次
の
場
合
は
遡

っ
て
受
給
で
き
な
い
た
め
、

１５
日
以
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
１０
月
以
降
に
他

の
市
町
村
へ
転
出
（
転
出
予

定
日
の
次
の
日
か
ら
１５
日
以

内
に
転
出
先
の
市
町
村
へ
）

▽
１０
月
以
降
に
子
ど
も
が
産

ま
れ
た
（
子
ど
も
が
産
ま
れ

た
次
の
日
か
ら
１５
日
以
内
に

国
民
年
金
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
）

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど

も
手
当
か
ら
支
給
対
象
を
次

の
と
お
り
変
更
し
て
い
ま
す
。

▽
子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
こ
と

▽
離
婚
協

議
中
な
ど
一
定
の
条
件
に
該

当
す
る
場
合
は
、
子
ど
も
と

同
居
し
て
い
る
方
に
支
給

▽
子
ど
も
が
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
、
施
設
の
設
置
者
な
ど
に

支
給◇

申
請
・
問
合
せ
先

国

民
年
金
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。

受
診
希
望
者
は
、
指
定
医
療

機
関
へ
直
接
予
約
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
指
定
医
療
機
関

▽
池
田

病
院
�
０
６（
６
７
２
１
）０
１

５
１

▽
石
切
生
喜
病
院
�

０
７
２（
９
８
６
）３
６
０
４

▽
市
立
総
合
病
院
�
０
６（
６
７

８
１
）５
１
０
１

▽
な
が
は
ら

病
院
�
０
６（
６
７
４
４
）０
１

１
１

▽
森
本
記
念
ク
リ
ニ
ッ

ク
健
診
セ
ン
タ
ー
�
０
７
２（
９

６
６
）
８
１
６
６

▽
若
草
第

一
病
院
�
０
７
２
（
９
８
８
）

１
４
０
９

※
な
が
は
ら
病
院
は
、
脳
Ｍ

Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
対
象

国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
受
診
時
に
納
期
が
き

て
い
る
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
方

◇
助
成
額

▽
人
間
ド
ッ
ク

日
帰
り
コ
ー
ス
契
約
額
（
４
万

９
５
０
円
）
の
半
額
２
万
４
７

５
円

▽
人
間
ド
ッ
ク
と
同
時

受
診
時
の
脳
Ｍ
Ｒ
検
査
費
用
の

半
額（
上
限
１
万
３
０
０
０
円
）

◇
申
請
方
法

受
診
後
２
年

以
内
に
領
収
書
、
国
民
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
金
融
機

関
の
通
帳
を
持
っ
て
、
医
療
保

険
室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
直
接

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
、

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
対
象
は
、
今
年
度
４０
歳

か
ら
７４
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
で
す
。
受
診
方
法

な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
特
定
健
康
診
査
の
対

象
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
、

特
定
健
康
診
査
に
相
当
す
る
検

査
項
目
の
結
果
を
提
供
い
た
だ

い
た
場
合
、
特
定
健
康
診
査
を

受
診
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

結
果
を
提
供
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
生
活
習
慣
改
善
な
ど
の

教
室
の
案
内
を
送
り
ま
す
。
健

診
結
果
提
供
に
同
意
い
た
だ
け

る
方
は
、
指
定
医
療
機
関
で
人

間
ド
ッ
ク
受
診
の
際
に
同
意
書

へ
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
０
５
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

海
外
療
養
費
を
給
付

海
外
旅
行
中
な
ど
に
病
気
や

ケ
ガ
で
治
療
を
受
け
た
と
き
も
、

療
養
費
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
治
療
目
的
の
渡

航
は
除
く
）。

な
お
、
国
内
の
医
療
機
関
に

か
か
っ
た
場
合
の
保
険
診
療
を

標
準
と
し
た
金
額
（
実
際
の
金

額
が
低
い
と
き
は
実
費
額
）
か

ら
一
部
負
担
金
を
差
し
引
い
た

額
を
払
い
戻
し
ま
す
の
で
、
払

い
戻
し
額
は
支
払
い
額
の
７
割

よ
り
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◇
申
請
方
法

診
療
内
容
明

細
書
・
領
収
明
細
書
（
外
国
語

で
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
日
本

語
の
翻
訳
文
も
）、国
民
健
康
保

険
証
、
印
鑑
、
振
込
先
の
わ
か

る
も
の
を
持
っ
て
、
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
直
接

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

口
座
振
替
に

ご
協
力
を

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
保

険
料
を
引
き
落
と
す
口
座
振
替

は
、
年
度
途
中
の
い
つ
か
ら
で

も
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
保
険
料
決
定
通

知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
印
鑑（
通

帳
印
）を
持
っ
て
、銀
行
・
郵
便

局
な
ど
の
金
融
機
関
や
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
で
き
ま
す
。

変
更
で
き
ま
す

納

付

方

法

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、

口
座
振
替
で
の
納
付
を
条
件
に

普
通
徴
収
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
保

険
料
決
定
通
知
書
、
預
貯
金
通

帳
、
印
鑑
（
通
帳
印
）
を
持
っ

て
、
銀
行
・
郵
便
局
な
ど
の
金

融
機
関
で
口
座
振
替
手
続
き
を

行
い
、本
人
控
え
を
持
参
し
て
、

医
療
保
険
室
保
険
料
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
普
通
徴
収
に
変
更

後
、
保
険
料
の
滞
納
が
発
生
し

た
場
合
は
特
別
徴
収
を
再
開
し

ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。納

付
が
困
難
な
方
は

相

談

を

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で
は
、

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

３０
分
ま
で
納
付
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
平
日
の
相
談
が
困

難
な
方
は
次
の
と
お
り
休
日
・

夜
間
・
出
張
納
付
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
保
険
料
決
定
通
知

書（
納
付
書
）な
ど
を
持
っ
て
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
所
相
談
の
み
で
電

話
で
の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
１０
月
２２

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２３
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
１０
月
２４
日
�
、
２５
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

１０
月
２８
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

徴
収
嘱
託
員
の
ご
利
用
を

市
役
所
や
金
融
機
関
な
ど
で

納
付
が
困
難
な
方
は
、
自
宅
ま

で
徴
収
嘱
託
員
が
伺
っ
て
保
険

料
を
徴
収
す
る
「
徴
収
嘱
託
員

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

来
年
４
月
に
小
・
中
学
校
へ

入
学
す
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭

に
就
学
通
知
書
を
小
学
校
は
１１

月
７
日
�
、
中
学
校
は
１２
月
９

日
�
に
発
送
し
ま
す
。

通
知
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
期
限
ま
で
に
指
定
の
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
学
校
新
入
学
の
対

象
は
、
平
成
１７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
１８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
で
す
。

就
学
通
知
書
が
発
送
か
ら
３

日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と
き

は
、
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

【
支
援
学
校
な
ど
へ
の
入
学

手
続
き
は
１２
月
上
旬
ま
で
に
】

市
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
の
入
学
に
つ
い
て
、
本
人
と

保
護
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
い

ま
す
。
入
学
先
は
、
小
・
中
学

校
の
通
常
学
級
・
支
援
学
級
や

支
援
学
校
、
視
覚
支
援
学
校
、

聴
覚
支
援
学
校
が
あ
り
ま
す
。

支
援
学
校
な
ど
へ
の
入
学
を

考
え
て
い
る
方
は
、
各
学
校
ま

た
は
学
校
教
育
推
進
室
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
援
学

校
な
ど
へ
の
入
学
を
希
望
す
る

場
合
は
、
１２
月
上
旬
ま
で
に
学

事
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

越
境
入
学
は
で
き
ま
せ
ん

通
学
区
域
は
、
学
校
規
模
や

通
学
の
距
離
、
地
域
的
つ
な
が

り
な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
て
い

ま
す
。
越
境
入
学
が
行
わ
れ
る

と
、
学
校
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
ひ

ず
み
が
生
じ
、
教
育
効
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
越
境
入
学
を
な
く

す
た
め
に
、
学
校
の
施
設
や
設

備
、
教
職
員
の
配
置
な
ど
整
備

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
学
事
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
７
１

▽
学
校
教
育
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
６
９

※
フ
ァ
ク
ス
は
い
ず
れ
も

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
８

【
公
立
幼
稚
園
】

◇
対
象

平
成
１９
年
４
月
２

日
〜
平
成
２０
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
園
区
内
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

保
護
者
と
同
居
の
幼
児

※
他
の
市
立
幼
稚
園
の
当
選

・
補
欠
の
権
利
を
辞
退
し
て
い
る

方
。園
区
を
越
え
る
申
込
不
可
。

◇
定
員

▽
縄
手
南
�
２３
人

▽
縄
手
�
１３
人

▽
縄
手
北
�

１５
人

▽
枚
岡
�
２９
人

▽
石

切
�
１８
人

▽
池
島
�
４
人

▽
英
田
�
９
人

▽
玉
串
�
９

人

▽
高
井
田
�
１４
人

▽
弥

刀
東
�
１０
人

▽
長
瀬
西
�
１２

人

▽
菱
屋
西
�
１９
人

◇
願
書
交
付

１０
月
２０
日
�

ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
後
２
時
〜
４
時
）

◇
願
書
受
付

１０
月
２５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時（
抽
選
）

※
９
月
に
交
付
し
た
願
書
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ
先

▽
縄
手
南
幼

稚
園

０
７
２
（
９
８
２
）

１
４
７
１

▽
縄
手
幼
稚
園

０
７
２
（
９
８
１
）
２
０
５
０

▽
縄
手
北
幼
稚
園

０
７
２（
９

８
１
）
２
２
９
０

▽
枚
岡
幼

稚
園

０
７
２
（
９
８
１
）

２
８
７
４

▽
石
切
幼
稚
園

０
７
２
（
９
８
１
）
３
５
２
０

▽
池
島
幼
稚
園

０
７
２
（
９

８
４
）
５
５
２
０

▽
英
田
幼

稚
園

０
７
２
（
９
６
１
）

６
６
６
５

▽
玉
串
幼
稚
園

０
７
２
（
９
６
２
）
８
０
０
５

▽
高
井
田
幼
稚
園

０
６（
６
７

８
３
）
１
０
０
０

▽
弥
刀
東

幼
稚
園

０
６
（
６
７
２
３
）

１
１
０
０

▽
長
瀬
西
幼
稚
園

０
６
（
６
７
２
８
）
１
０
０
１

▽
菱
屋
西
幼
稚
園

０
６（
６
７

２
４
）
０
６
５
０

【
私
立
幼
稚
園
】

１０
月
の
一
次
募
集
に
応
募
で

き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
二
次

募
集
を
し
ま
す
。受
付
日
や
定
員

な
ど
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
の

で
、直
接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

各
私
立
幼
稚

園

◇

◇

◇
問
合
せ
先

学
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
３
８

送

付

し

ま

す

新
１
年
生
の
就
学
通
知
書

１０
月
以
降
の
子
ど
も
手
当

認
定
請
求
書
の
提
出
を

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

保
険
料
は

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

二次募集

幼稚園児の
（４歳児）

人間ドックで健康チェック
費用を助成します国民健康保険

（４）平成２３年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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栄養士が教える１食５００kcal にするコツ
中華・イタリアン編

�時�内�１０月２１日�午後１時３０分～３
時３０分�あなたの食事バランスをチェ
ック、体組成計、血管年齢チェックな

ど �２８日�午前１０時３０分～午後２時
�調理実習「低エネルギーのヘルシー
中華＆イタリアン」など �対全日程参加
できる血糖値が高め（HbA1c が５．６％

以上）の方 �定２４人（申込先着順） �料７００
円 �持血液検査結果、電卓、筆記用具
�所�申�問中保健センター

男の料理教室

�時１０月２７日�午前１０時３０分～午後２
時 �対市内在住の男性 �定１５人（申込
先着順） �内調理実習「秋の恵みを食
卓に」、講話 �料５００円 �持エプロン、
手ふき、三角巾、筆記用具

�所�申�問中保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�１１月２日��西保健センター
�２１日��東保健センター �２２日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２１年１１
月生まれの２歳児 �定各５０人（申込先
着順）

�申�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�１１月１日�午前９時２０分～１０
時�西保健センター �２日�午前９
時３０分～１０時３０分、８日�午後１時３０
分～２時３０分�中保健センター �４
日�午後１時３０分、午後２時�東診療
所（申込みは東保健センターへ） �内�対
�肺がん検診�市内在住の４０歳以上の
方 �結核検診�市内在住の６５歳以上
の方 �定各３０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

お産や子育ての話、交流をします。

�時�所�１１月１日�、８日�、１５日�、
２２日�（計４日間）�中保健センター
�１１月２日��東保健センター ☆い

ずれも午後１時３０分～３時３０分 �対市
内在住のおおむね妊娠１６週以降の妊婦

�申�問東・中保健センター

体内年齢若返りへＧＯ�
骨盤体操で内臓脂肪燃焼�

�時１１月８日�午後１時３０分～３時３０
分 �所希来里５階多目的ホール �対運
動制限のない方 �定５０人（申込先着順）
�持動きやすい服、室内用運動靴、タオ
ル、お茶

�申�問中保健センター

６５歳からの百歳元気塾

市と社会福祉協議会、市内の社会福

祉法人（アンパス東大阪、アーバンケ

ア島之内）が開催します。 �時１１月～
来年３月の第１・３月曜日午前１０時～

１１時４５分（１２月は第２月曜日、１月は

第４月曜日） �対全日程参加できる介
護認定を受けていない６５歳以上の方

�定３５人（抽選） �内貯筋体操、体力測
定、水戸黄門劇、ベリーダンス観賞、

なつメロ合唱など

�所�申�問中保健センター

見つけよう あなたの健康メニュー
メタボ撃退ウエストすっきり講座

�時１１月４日�、１８日�、１２月２日�、来
年１月６日�、２月３日�午後１時３０分
～３時３０分 �対全日程受講できる４０歳
～６９歳でウエストが気になる市内在住

の方 �定２４人（申込先着順） �内セラバ
ンド・スロージョギングなど運動の紹介、

食事をヘルシーに変える方法、交流会

�所�申�問西保健センター

骨密度測定検査

�時１１月１０日�午前９時１０分～１０時３０
分 �対２０歳以上の方 �定３５人（申込先
着順） �申１０月１７日�から電話で
�所�申�問中保健センター

日曜日乳がん（マンモグラフィ）検診

�時１１月６日�午前９時１５分、午後１
時 �対平成２３年４月１日現在、４０歳以
上の偶数年齢の女性 �定各３０人（申込先
着順） �料８００円（クーポン券も可）
※生活保護受給者と市民税非課税世帯

の方は無料。

�所�申�問健康づくり課

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時１１月２４日�午後１時、午後１時４５
分、午後２時３０分 �対平成２３年４月１
日現在、４０歳以上の偶数年齢の女性

�定５０人（申込先着順） �料８００円（クーポ
ン券も可） ※生活保護受給者と市民税

非課税世帯の方は無料。 �持バスタオ
ル �申１０月１９日�午前９時から電話で
�所�申�問中保健センター

正しい知識と理解を深めよう
エイズ予防週間講演会

１１月２８日から１２月４日まで「エイズ

予防週間」、１２月１日は「世界エイズデ

ー」です。エイズの正しい知識を学び

ませんか。 �時１１月２８日�午後６時～
８時（受付は午後５時３０分から） �所
エル・おおさか（大阪市中央区） �定
８００人（抽選） �内講演「生きるための
心の教育」東京医療保健大学准教授・

渡會睦子さん、講演「大阪府の HIV

／エイズの現状について」大阪市立総合

医療センター医師・白野倫徳さん �申
ハガキに講演名、代表者の住所・氏名

・電話番号、参加人数、手話通訳の有

無を書いて、１１月１８日�午後６時（必
着）までに郵送（ファクスも可） ※

府ホームページ（http���www.pref.os
aka.jp�chikikansen�aids�）からも申込
みできます。

�申�問〒５４０・８５７０府民お問合せセンタ
ー ♯８００１または０６（６９１０）８００１、�０６
（６９１０）８００５

�問健康づくり課

アスベストによる健康不安解消に
肺がん検診

�時�所�１１月１６日�午前９時３０分～１０
時�中保健センター �１７日�午前９
時３０分～１１時�西保健センター、午後
１時３０分～２時�東診療所（申込みは東
保健センターへ） �対市内在住のおおむ
ね４０歳以上（４０歳未満でも不安な方は受

診可）のアスベスト関連会社元従業員ま

たはその家族 �定各３０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�１１月２日�午前９時４５分～
１１時３０分�西保健センター・手作りお
もちゃなど �９日�午前９時４５分～
１１時１５分�中保健センター・交流会
�１８日�午前１０時～１１時�東保健セン
ター・冬物リサイクルなど �対市内在
住のふたご、みつごを妊娠・出産して

いる方とその子ども ※初参加者は各

開催日の前日までに要申込。

�問東・中・西保健センター

つんく体操を楽しく覚えて
体力アップ講座

市のイメージソング「東大阪めっち

ゃ元気なまちやねん」に合わせた体操

「つんく体操」をしませんか。 �時１１月
９日�、１４日�、２２日�、２９日�午前
１０時～１１時３０分（計４日間） �対市内在
住の方 �定３０人（申込先着順） �内講話
「東大阪の魅力発見」、体組成計測定な

ど �持動きやすい服・靴、タオル、お茶
�所�申�問西保健センター

無料クーポン券を対象者に送付
大腸がん・肝炎ウィルス検診

市が実施する大腸がん検診と肝炎ウ

ィルス検診の自己負担金が無料になる

クーポン券を対象者に送付します。有

効期限は来年３月３１日です。早期発見

のために受診しましょう。 �対平成２３
年４月１日現在、４０歳・４５歳・５０歳・

５５歳・６０歳の方 ※平成２３年４月２０日現

在、市内在住の方は申請の必要はあり

ません（それ以降に転入した方のみ申

請が必要です）。

�問健康づくり課

浄化槽を正しく管理するため、浄化槽清

掃費用の一部を助成します。助成回数は年

１回（全バッキは年２回）で、助成額は表

のとおりです。 �対平成２３年４月１日以降
に市の許可業者による清掃と保守点検登録

業者による保守点検をした持家または借家

の浄化槽を管理している方 �申申請書に必
要事項を書き、印鑑、清掃料金領収書、保

守点検領収書または管理記録の写し、申請

者名義の銀行口座番号がわかるものを持っ

て、来年３月３０日�までに直接 ※申請書

は環境整備課、行政サービスセンターで配布。

�申�問環境整備課 ０６（４３０９）３２０２、�０６
（４３０９）３８１７

１０月１７日から２３日までは、「薬と健

康の週間」です。

薬は、用法や用量を誤ると副作用

が起こり大変危険です。薬局では、

薬剤師が患者一人ひとりの薬歴を管

理し、服薬指導することで、薬の重

複投与や相互作用をチェックしてい

ます。また、市販の薬を買うときに

も適切な指導を受けられ、病気の予

防や健康管理、健康づくりに関する

アドバイスを受けることもできます。

薬歴を管理してもらうためにも、か

かりつけ薬局をもちましょう。

かかりつけ薬局を選ぶポイントは

次のとおりです。 �薬についてきち
んと説明してくれる �気軽に相談

できる �必要に応じてお薬手帳や
文書で薬の情報を提供してくれる

�信頼できる薬剤師がいるなど
【カレンダーを配布】
保健所では「薬と健康の週間」ポス

ター原画募集作品を使用した来年の

カレンダーを１１月中旬から配布しま

す（数に限りあり）。ご活用ください。

◇ ◇

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�
０７２（９６０）３８０７

用途 有効容量
（�）

助成額
（円）

一般
家庭

１．５以下 １，３００

１．５超 １，５００

事業所
その他

２．５以下 １，３００

３．０以下 １，４００

３．５以下 １，５００

４．５以下 １，６００

５．５以下 １，７００

６．５以下 １，８００

７．５以下 １，９００

７．５超 ２，０００

かかりつけ薬局をもちましょう

薬と健康の週間

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

浄 化 槽 清 掃 費 用
一部を助成します

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１０月１５日（５）



収　入�

給料�
41％�

パート収入�
3％�

親などか�
らの援助�
43％�

貯金の�
取り崩し�
1％�

銀行など�
からの�
ローン�
8％�

前月からの�
繰り越し�
1％�

その他�
雑収入�
3％�
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食費など�
日常の�
生活費�
18％�

医療費�
など�
35％�

ローン�
の�
返済�
10％�

日用品・衣服�
の購入や光熱�
水費など�
8％�

家など�
の修理�
費用�
1％�

会費や�
保険料�
12％�

貯金�
2％�

株など�
への�
投資�
2％�

子ども�
などへの�
仕送り�
8％�

家のリフォ
ームや車�
の購入�
4％�

支　出�

平成21年7月～�
平成22年6月�
�
平成22年7月～�
平成23年6月�

市内54小学校水道使用量比較�

570,784裙�

541,864裙�

28,920裙を削減！�

（単位：億円）�
2,000�

1,500�

1,000�

500�

0
一般会計�特別会計�水道事業�下水道事業�病院事業�

公共用地　127億6,500万円、母子寡婦　1億3,300万円�

1,5201,520億400400万円万円�
�
1,520億400万円�
�

128128億9,8009,800万円万円�
�

169169億2,1002,100万円万円�
�

128億9,800万円�
�

169億2,100万円�
�

165165億4,0004,000万円万円�
�
165億4,000万円�
�

1,8121,812億6,1006,100万円万円�1,812億6,100万円�

市民1人あたり�
30万1,000円�

市民1人あたり�
35万9,000円�

市民1人あたり�
2万6,000円�

市民1人あたり�
3万3,000円�

市民1人あたり�
3万3,000円�

近
年
、
老
朽
化
が
進
む
市
内

の
小
学
校
で
水
道
使
用
量
が
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
建
築

営
繕
室
と
教
育
委
員
会
が
協
議

し
、
水
道
使
用
量
の
多
い
小
学

校
数
校
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

地
下
に
埋
設
さ
れ
た
水
道
管
か

ら
漏
水
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
を
受
け
、
他
の
小
学
校

で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
考
え

ら
れ
、
調
査
を
し
て
い
け
ば
、

水
道
使
用
量
の
抑
制
に
つ
な
が

る
と
判
断
し
、昨
年
７
月
に「
漏

水
無
く
し
隊
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
隊
員
は
、
建
築
営
繕
室
機

械
チ
ー
ム
職
員
７
人
、
教
育
委

員
会
施
設
整
備
課
職
員
３
人
の

計
１０
人
で
、
市
内
５４
校
の
小
学

校
を
順
に
調
査
し
て
い
ま
す
。

９
月
６
日
、
３０
校
目
の
調
査

と
し
て
池
島
小
学
校
の
漏
水
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
に
は
、
音
聴
棒
や
漏
水

探
知
機
と
い
っ
た
特
殊
な
器
具

を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
器

具
は
、
水
道
栓
が
閉
ま
っ
て
い

る
状
態
で
バ
ル
ブ
や
水
道
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
地
面
に
押
し

当
て
て
使
用
し
、
水
道
栓
が
閉

ま
っ
て
い
る
の
に
水
の
流
れ
る

音
が
す
る
と
、
漏
水
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
調
査
は
雑
音
が
入
ら

な
い
よ
う
児
童
が
下
校
し
た
夕

方
４
時
ご
ろ
か
ら
開
始
し
、
隊

員
は
事
前
に
用
意
し
た
図
面
を

手
に
学
校
内
を
く
ま
な
く
調
査

し
て
い
き
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

ト
イ
レ
の
便
器
の
破
損
に
よ
る

漏
水
や
飼
育
小
屋
な
ど
の
水
の

使
用
状
況
の
調
査
も
行
い
、
学

校
内
の
無
駄
な
水
道
の
使
用
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

池
島
小
学
校
で
は
、
地
中
に

埋
設
さ
れ
た
水
道
管
の
漏
水
が

３
か
所
、
ト
イ
レ
の
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ル
ブ
の
破
損
に
よ
る
漏
水

が
１
か
所
発
見
さ
れ
、
１
日
約

８
�
が
漏
水
し
て
い
ま
し
た
。漏

水
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、す

ぐ
に
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
、
調
査
が
行
わ
れ
た

池
島
小
学
校
の
岡
田
真
明
校
長

は
、「
調
査
結
果
を
聞
い
て
大
変

驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を

職
員
や
児
童
に
も
示
し
て
、
今

ま
で
以
上
に
節
水
を
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

漏
水
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
に

３２
校
を
終
え
て
お
り
、
全
小
学

校
の
調
査
を
終
え
た
後
は
、
中

学
校
や
公
共
施
設
の
調
査
も
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

漏
水
調
査
以
外
に
も
学
校
の
節

水
調
査
を
行
い
、
節
水
を
呼
び

か
け
、
無
駄
を
な
く
す
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

隊
員
の
杉
山
貴
哉
さ
ん
は
、

「
自
分
の
家
庭
と
同
様
、
市
役

所
や
学
校
で
も
無
駄
な
水
を
使

わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
支
出
を

減
ら
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
漏
水
な
ど
に
よ
る
無
駄
な
支
出
を

な
く
す
た
め
、
昨
年
７
月
に
建
築
営
繕
室
と
教

育
委
員
会
の
職
員
で
「
漏
水
無
く
し
隊
」
を
結

成
。
市
内
５４
校
の
小
学
校
で
漏
水
の
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。

池
島
小
学
校
で
漏
水
調
査
を
行
う
隊
員

市の平成２２年度普通会計決算を「１か月の家計

簿」に例えて作成しました。家計の実情に近づけ

るために、３万分の１にして１２か月で割っています。平成２２年度の決算がまとまりました。
普通会計と一般・特別・企業会計の決算の概要は次のとおりです。
また、平成２２年度普通会計を「家計簿」に置き換えて本市の財政状況をもっと身近にわ
かりやすく紹介します。
■問合せ先 財政課 ０６（４３０９）３１２４、�０６（４３０９）３８２０

平成２２年度の実質（累積）収支は、１９億５，１００

万円で１６年連続の黒字、単年度収支でも２年

ぶりの黒字となりました。平成２２年度普通会

計決算の概要は次のとおりです。

普通会計とは

地方公共団体ごとに各会計の範囲が異なる

ため、財政比較などが簡便に行えるよう地方

財政統計上用いられる会計区分です。平成２２

年度は一般会計と奨学事業、公共用地先行取

得事業、火災共済事業、母子寡婦福祉資金貸

付事業の特別会計が含まれます。

歳歳 入入 合計１，８３３億９，３００万円

市税収入は、景気の低迷により個人市民税

が前年度比で９．３％の減少となるなど、前年度

を１４億３，８００万円下回る７４６億３，５００万円となり、

３年連続で下回りました。

一方で、地方交付税は、基準財政収入額の

減少などにより３０億９，６００万円増加しました。

繰入金は、財政調整基金を取り崩さなかっ

たことなどにより２３億２，３００万円減少しました。

また、市債は建設事業費の財源に充てるた

めの発行額は減少したものの、地方交付税の

代替財源である臨時財政対策債の発行額が増

加したことなどにより１１億５，８００万円増加して

います。

普通会計は、地方財政統計上用いら

れる会計区分です。

本市の実際の会計は、一般会計、特

別会計、企業会計の３会計に分けて経

理しています。

一般会計の実質（累積）収支は、１６

億５，１００万円の黒字です（表１参照）。

特別会計の実質収支は、２３億２００万円

の赤字で、特に国民健康保険事業が多

額の赤字となっています。現在、国民

健康保険事業では、財政健全化計画を

策定し、赤字の解消に取り組んでいま

すが、今後も計画を着実に実行し、赤

字の解消を図っていきます。

企業会計の純損益は５億１，８００万円

の黒字で、短期的な資金にも余剰が

あります（表２参照）。

一般会計とは

市税を主な財源として、福祉、教

育、消防をはじめ、住宅や道路の建

設など本市が行う行政サービスの大

部分を経理する中心的な会計です。

特別会計とは

特定の事業を行う場合や特定の歳

入を特定の歳出に充てる必要がある

場合など、その経理を明確にするた

め、法律や条例に基づいて設置して

います。平成２２年度の特別会計は、

国民健康保険事業特別会計をはじめ

１１会計です。

企業会計とは

独立採算制を原則とする企業的な

事業を行う場合に、地方公営企業法

の規定の全部または一部の適用を受

けて設置する会計で、一般会計など

とは異なり、企業会計の方式によっ

て経営しています。平成２２年度の企

業会計は、水道事業会計をはじめ３

会計です。

バ
ル
ブ
に
音
聴
棒
を
押
し
当

て
て
、
漏
水
が
な
い
か
耳
で

確
認
し
ま
す

歳歳 出出 合計１，８０９億１，１００万円

人件費は、職員数の削減や期末勤勉手当の

支給率の減少などにより、前年度を１２億９，３００

万円下回る３２０億１，５００万円となりました。

扶助費は、子ども手当の創設や生活保護費

などの増加により９９億１，６００万円の大幅な増加

となっています。

積立金は、旧本庁舎跡地の売却収入を減債

基金へ積み立てたことなどにより増加しまし

た。その他の経費の減少は、前年度に定額給

付金が給付されたことなどによるものです。

来
年
２
月
１
日
に
市
制
施

行
４５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
長
年
地
域
奉
仕
活
動
な

ど
に
携
わ
り
、
貢
献
し
て
い

る
方
を
「
善
行
者
」
と
し
て

表
彰
し
ま
す
の
で
、
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
す
る
個
人
・

団
体
は
、
審
査
会
で
選
考
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

◇
対
象

次
の
活
動
経
歴

が
、
原
則
と
し
て
直
近
３
年

間
の
実
績
を
含
め
て
通
算
５

年
以
上
あ
る
方

▽
福
祉
施
設
の
慰
問
や
独

居
老
人
へ
の
看
護
な
ど
、
自

ら
進
ん
で
社
会
奉
仕
活
動
を

し
た▽

公
共
の
場
所
の
清
掃
や

公
共
物
の
愛
護
な
ど
、
環
境

美
化
活
動
を
し
た

▽
自
己
の
危
難
を
省
み
ず
、

災
害
の
防
除
や
救
助
、
市
民

生
活
の
安
全
を
守
る
活
動
を

し
た▽

道
徳
心
の
実
践
普
及
に

努
め
た

▽
勇
気
や
親
切
を
示
す
な

ど
、周
囲
を
明
る
く
す
る
行
為

が
あ
っ
た
児
童
や
生
徒
な
ど

◇
推
薦
方
法

推
薦
書（
便

箋
も
可
）
に
、
候
補
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
、
所
在
地
、

代
表
者
名
、
規
模
な
ど
）、
活

動
内
容
や
期
間
な
ど
を
２
０

０
〜
３
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
推
薦
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
１０
月

３１
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
（
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
も
可
）

※
推
薦
書
は
秘
書
室
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
配
布
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
秘
書

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

０
０
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
７
、
Ｅ
メ
ー
ルh

i

s
h
o
@
city
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.lg
.jp

◆経常収支比率

税などの経常的な一般財源収入が、

人件費や扶助費、公債費など毎年固定

的に支出される経常的支出にどの程度

充当されているかを示す比率です。

家計に例えると、給料などに占める

毎月必要な生活費の割合で、この比率

が高いほど余裕がなく、財政構造が硬

直化していることになります。

平成２２年度は、前年度より３．８ポイン

ト改善し、９６．１％となりましたが、依

然高水準で非常に硬直化した財政状況

にあります。

◆実質公債費比率

地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律に基づく健全化判断比率の１つ

で、市債の元利償還金（元利償還金に

準ずるものを含む）の標準財政規模（市

の標準的な一般財源収入額）に対する

比率です。自主的な努力により財政健

全化を求められる早期健全化基準は、

２５％以上とされて

います。

平成２２年度は、

前年度と同じ８．６％

となっています。

◆将来負担比率

地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律に基づく健全化判断比率の１つ

で、市が将来負担すべき実質的な負債

の標準財政規模に対する比率です。早

期健全化基準は３５０％以上とされていま

す。平成２２年度は、前年度より１８．１ポ

イント改善し、６４．６％となりました。

平成２２年度末の市債（企業債）残高は、一般会計で１，５２０億４００

万円、特別会計で１２８億９，８００万円、企業会計で２，１４７億２，２００万円

です。

市全体では３，７９６億２，４００万円で、市民１人あたりに換算すると、

７５万２，０００円になります。内訳は（表３）のとおりです（平成２３

年３月末人口：５０４，５０６人）。

５０万９，０００円

決算上の区分
市税

分担金・負担金・使用料・手数料

交付税・譲与税・国府支出金など

繰入金

市債

繰越金

諸収入・財産収入など

給料やパート収入、繰り越し、雑収入といった自分たちの
収入は４８％程度で、残りは親からの援助やローンの借入など
で賄っています。

家計簿
２０万７，０００円

１万７，０００円

２１万７，０００円

４，０００円

４万２，０００円

４，０００円

１万８，０００円

５０万９，０００円

収 入
家計に例えると
給料

パート収入

親などからの援助

貯金の取り崩し

銀行などからのローン

前月からの繰り越し

その他雑収入

収入合計

５０万３，０００円

決算上の区分
人件費

扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金・貸付金

繰出金

建設事業費

家計簿
８万９，０００円

１７万７，０００円

４万８，０００円

４万１，０００円

４，０００円

５万８，０００円

１万２，０００円

１万円

４万２，０００円

２万２，０００円

５０万３，０００円

差引 ６，０００円
（翌月への繰り越し）

支 出
家計に例えると

食費など日常の生活費

医療費など

ローンの返済

日用品・衣服の購入や光熱
水費など

家などの修理費用

会費や保険料

貯金

株などへの投資

子どもなどへの仕送り

家のリフォームや車の購入

支出合計

（表１） （単位：万円）

実質（累積）収支額

１６億５，１００

△ ４１億

△ ３００

７億２，３００

２，８００

１億１，６００

２億１，５００

―

１億１，３００

３億５，５００

６，１００

１億９，０００

△ ２３億２００

△ ６億５，１００

（表２） （単位：万円）

資金剰余額

５７億８，１００

１７億７，７００

６１億２００

１３６億６，０００

差引額

２１億８，２００

△ ４１億

△ ３００

７億２，３００

２，８００

１億１，６００

２億１，５００

―

１億１，３００

３億５，５００

６，１００

１億９，０００

△ ２３億２００

△ １億２，０００

純損益

７億３，１００

３億８，２００

△ ５億９，５００

５億１，８００

歳出総額

１，８０６億３，０００

６０８億５，２００

５，１００

２，８００

５５億９００

３，１００

２，８００

１億９，９００

５億３，１００

２９５億７，２００

６，７００

７４億５，８００

１，０４３億２，６００

２，８４９億５，６００

総費用

９９億５，６００

１６０億７，９００

１４２億

４０２億３，５００

歳入総額

１，８２８億１，２００

５６７億５，２００

４，８００

７億５，１００

５５億３，７００

１億４，７００

２億４，３００

１億９，９００

６億４，４００

２９９億２，７００

１億２，８００

７６億４，８００

１，０２０億２，４００

２，８４８億３，６００

総収益

１０６億８，７００

１６４億６，１００

１３６億５００

４０７億５，３００

会計名

一般会計

国民健康保険事業特別会計

奨学事業特別会計

財産区管理特別会計

公共用地先行取得事業特別会計

交通災害共済事業特別会計

火災共済事業特別会計

老人保健事業特別会計

介護老人保健施設特別会計

介護保険事業特別会計

母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

特別会計合計

合計

会計名

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

企業会計合計

特
別
会
計

企
業
会
計

決算規模および収支 （単位：万円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増減額 増減率

歳入総額 � １，８３３億９，３００１，８２８億１，０００ ５億８，３００ ０．３％

歳出総額 � １，８０９億１，１００１，８１４億５，０００ △５億３，９００ △０．３％

形式収支�―� � ２４億８，２００ １３億６，０００ １１億２，２００ ８２．５％

翌年度へ
繰り越すべき財源�

５億３，１００ ２億１，３００ ３億１，８００ １４９．３％

実質収支�―� １９億５，１００ １１億４，７００ ８億４００ ←単年度収支

歳 入 （単位：万円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増減額 増減率

市税 ７４６億３，５００ ７６０億７，３００ △１４億３，８００ △１．９％

うち個人市民税 （２２５億２００） （２４７億９，８００）（△２２億９，６００）（△９．３％）

うち法人市民税 （６１億７，３００） （５５億１，３００） （６億６，０００） （１２．０％）

うち固定資産税 （３２７億５，９００） （３２６億４，３００） （１億１，６００） （０．４％）

うち都市計画税 （７０億４，９００） （６９億８，１００） （６，８００） （１．０％）

地方譲与税 ８億９，２００ ９億４，０００ △４，８００ △５．１％

地方交付税 ２１１億７，２００ １８０億７，６００ ３０億９，６００ １７．１％

交付金 ７１億６，６００ ７３億６，１００ △１億９，５００ △２．６％

国・府支出金 ４８８億６，９００ ４８６億９，２００ １億７，７００ ０．４％

繰入金 １４億１００ ３７億２，４００ △２３億２，３００ △６２．４％

市債 １５３億２，３００ １４１億６，５００ １１億５，８００ ８．２％

その他の収入 １３９億３，５００ １３７億７，９００ １億５，６００ １．１％

合計 １，８３３億９，３００ １，８２８億１，０００ ５億８，３００ ０．３％

歳 出（性質別） （単位：万円）

区 分 平成２２年度 平成２１年度 増減額 増減率

人件費 ３２０億１，５００ ３３３億８００ △１２億９，３００ △３．９％

うち退職手当 （５５億４，１００） （５６億７，６００）（△１億３，５００）（△２．４％）

扶助費 ６３７億５，８００ ５３８億４，２００ ９９億１，６００ １８．４％

公債費 １７３億２，９００ １７３億１００ ２，８００ ０．２％

義務的経費（小計） １，１３１億２００ １，０４４億５，１００ ８６億５，１００ ８．３％

繰出金 １４９億７，８００ １５０億９，２００ △１億１，４００ △０．８％

建設事業費 ７８億５，０００ ８４億８，５００ △６億３，５００ △７．５％

積立金 ４３億３，９００ ３４億２，３００ ９億１，６００ ２６．８％

その他の経費 ４０６億４，２００ ４９９億９，９００ △９３億５，７００ △１８．７％

合計 １，８０９億１，１００ １，８１４億５，０００ △５億３，９００ △０．３％

差引

△３．８％

―

△１８．１％

平成２１年度

９９．９％

８．６％

８２．７％

平成２２年度

９６．１％

８．６％

６４．６％

区 分

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

市 全 体 の 決 算 状 況

普 通 会 計 の 決 算 状 況

健全化判断比率などの財政指標

無
駄
を
な
く
す
た
め
に

社会に貢献する方の推薦を

漏
水
無
く
し
隊
活
動
中
�

記念表彰式典を開催

市債（企業債）残高の状況

東大阪市を一般家庭に例えてみると…東東大大阪阪市市のの家家計計簿簿

（表３）

平 成
２２年度

来年４５周
年

東大阪市
は

（６）平成２３年１０月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１０月１５日（７）
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まなぶのつづき

ひとり親家庭を支援
コールセンタースタッフ養成講座

�時�内�１１月２６日～来年１月２８日の土
曜日（計８日間）�基礎訓練 �平日
（計２０日間）、集合研修（計２日間）�
応用訓練 �所大阪府ひとり親家庭等在
宅就業支援センター（大阪市中央区）

など �対市内在住のひとり親家庭の母
・父または寡婦で全日程受講でき、応

用訓練終了後にコールセンターで就労

可能な方 �定１８人 ※適性審査（一般

常識、パソコン入力など）があります。

基礎訓練にのみ保育あり。 �申ひとり
親家庭が証明できるもの（児童扶養手

当証書、戸籍謄本など）、履歴書用の写

真（縦４�×横３�）を持って、電話
予約のうえ福祉事務所へ１０月２１日�ま
でに直接

�申�問東・中・西福祉事務所子育て支
援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７
�問こども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

歳末たすけあい募金
配分申請を受け付けます

歳末たすけあい運動で集まった募金

を年末年始の地域福祉活動などの活動

費の一部として配分します。希望する

団体は、１０月２４日�から１１月１８日�まで
に申請してください。 �対校区福祉委員
会、子育て支援グループ（就学前乳幼

児を対象とし、１０人以上で１年以上の

活動実績がある）、ボランティア連絡会

配分する事業は次のとおりです。

�ふれあいいきいきサロン �配食
サービス �世代間交流 �子育て支
援 �地域交流
�申�問社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０２、

�０６（６６１８）４５６６

東大阪アリーナのプール休館

１０月２９日�、３０日�は水泳大会のた
め、プールの一般利用はできません。

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

あさひっこ

【牛乳パックで作る～動物くるりん】
�時１０月２６日�午前１０時～１１時 �対１歳
以上の乳幼児とその保護者 �定１０組（申
込先着順） �申１０月１８日	午前１０時か
ら電話で

【大人のメニューから離乳食】
試食しながら、食育のお話をします。

�時１１月９日�午前１０時～１１時 �対０歳
児とその保護者 �定１０組（申込先着順）
※材料費が必要。 �申１０月２６日�午前
１０時から電話で

【サークル活動室（すくすくの部屋）
の利用受付】
１２月から来年３月までの利用受付は、

１１月８日	から１１日�までです。利用
には、事前登録が必要です。新しく登

録されるサークルは受付期間内に登録

してください。また、１１月１８日�午前
１０時から利用日を決定する会議をしま

すので、代表者は出席してください。

◇ ◇

�所�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【アンパンマン体操をしよう】
�時�所�１０月２４日�午前１０時～１１時３０
分�ももの広場（楠根） �２６日�午
前１０時５０分～正午�花園中央公園 �対
就学前乳幼児とその保護者 �申１０月１７
日�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
�時１０月３１日�、１１月４日�、７日�、

１１日�午後１時３０分～３時３０分 �所荒
本子育て支援センター �対よちよち歩
きの２歳未満の乳児とその保護者 ※

申込不要。

【ベビーマッサージ】
�時１１月４日�午後１時３０分～３時

�所布施北高校 �対０歳児とその保護者
�定１５組（申込先着順） �申１０月１９日�
午後１時から電話で

【人形劇～ばびぶべパペットカーニ
バル】
�時１０月３１日�午前１０時～１１時 �所荒

本子育て支援センター �対１歳６か月
以上の乳幼児とその保護者 �定５０組（申
込先着順） �申１０月１８日	午後１時か
ら電話で

【お楽しみ会～ミニ指人形劇場】
�時�１１月７日�午前１０時～１１時 �

１８日�午後２時～３時 �所荒本子育て
支援センター �対１歳６か月以上の乳
幼児とその保護者 �定各３０組（申込先
着順） �申１０月２４日�午後１時から電話
で

【おひさま広場】
�時１１月９日～１２月１４日の水曜日午前

１０時～１１時（計６日間） �所荒本子育
て支援センター �対３歳以上の幼児と
その保護者 �定１５組（抽選） �申１０月
２１日�午後３時～１１月１日	午後５時
に電話で

【リフレッシュ講座～シュシュ作り】
�時１１月１１日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対２歳以
上の幼児とその保護者 �定１０組（抽選）
�申１０月２６日�午前１０時～１１月４日�午後
５時に電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【よっといで広場】
おもちゃや絵本、ミニカー、三輪車

があり、お弁当も食べられます。 �時
火・木・土曜日午前９時３０分～午後４

時（土曜日は午前１１時３０分まで） �対就
学前乳幼児とその保護者 ※申込不要。

【ワイワイランチタイム】
保育所の給食を試食しながら交流し

ます。アレルギーがある方は相談して

ください。 �時１１月１４日�正午～午後
１時３０分 �対１歳６か月～３歳未満の
乳幼児とその保護者 �定１０組（申込先
着順） �料１組３００円 �申１１月４日�午
後１時から電話で

【赤ちゃんタイム】
赤ちゃんだけでゆったりと遊べます。

�時水曜日午後１時３０分～４時 �対未歩
行児とその保護者 ※申込不要。

【保育付き子育て相談】
子育ての不安や悩みを気軽に相談し

てください。 電話相談 月～土曜日

午前９時～午後５時３０分 ※祝日を除

く。火曜日は発達相談員が相談に応じ

ます（午前９時～午後４時）。来所相談

は電話で予約してください。

◇ ◇

�所�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【わんぱくタイム】
�時１１月４日�午前９時３０分～１１時３０

分 �所鴻池子育て支援センター �対３
歳以上の未就園児とその保護者 ※申

込不要。

【お弁当を持っておでかけしよう】
�時１１月１１日�（雨天中止） ☆鴻池

スカイランドに午前１０時３０分集合、昼

食後に現地解散 �対就学前乳幼児とそ
の保護者 �持弁当、お茶、手ふき、敷
物、着替えなど �申１１月９日�までに
電話または直接

【赤ちゃんタイム】
�時毎週水曜日午後１時３０分～４時
�所鴻池子育て支援センター �対未歩行
の０歳児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５２、�０６（６７４３）０５７７

石切保育所

【ハイハイ赤ちゃんよっといで】
�時１０月２５日	午前１０時３０分～１１時３０
分 �所日新高校 �対０歳児とその保護
者、妊娠中の方 �定１０組（申込先着順）
�申１０月１８日	から午前１０時～午後５時
に電話で

�申�問石切保育所 ０７２（９８４）６２６０、�
０７２（９８４）９５７８

掲示板のつづき

音楽祭～ハートフルフェスティバル
�時１１月２３日
午前１０時～午後５時�所大阪

商業大学内「蒼天」�内ジャズ、ポップス、
沖縄民謡など�問杉山０６（６７８９）６０５４

中河内拓本展
�時１１月１６日�～２０日�午前１０時～午後５
時（２０日は午後４時まで）�所市民美術セン
ター�問田中０７２（９６２）８３２６

スポーツフェスティバル
キッズテニスやバドミントン、卓球など

をします。�時１１月３日
午前１０時～午後１
時（雨天時は体育館のみ）�所三ノ瀬小学校
�問NPO法人三ノ瀬総合型スポーツクラブ０６
（６７２１）０２８４

ライオンズクラブ国際平和ポスター展示会
�時１１月５日�、６日�午前１０時～午後５

時（６日は午後４時まで）�所夢広場（布施
駅前）�問東大阪中央ライオンズクラブ０６（６７２６）
５３３５

「子どもの声を聴けるおとな」養成講座
�時１０月１５日�、２９日�、１１月５日�、１９
日�、１２月３日�午前１０時３０分～午後４時
（５日は午後１時～４時３０分・計５日間）

�所市民会館、ＨＲＣビル（大阪市港区）�料
８，０００円（学生は５，０００円）�申�問チャイルド
ラインひがしおおさか０８０（３７９１）５３４１

傾聴スペース～重い心を解放しませんか
�時１０月１９日�、２６日�午後０時３０分～３
時�所イコーラム（男女共同参画センター）
�申�問松本０９０（７０９６）９３７３
骨盤体操と筋力アップで体力づくり
�時１０月１９日�午前１０時～１１時３０分�所小阪
公民分館�対中高年者�料３５０円�持バスタオル、
フェイスタオル�問吉村０９０（３３５２）８０７８

東大阪大学公開講座
�時�内�１１月５日�午前１１時～午後０時３０
分�「アジアを旅して、アジアに学ぶ」�
１２日�午後１時～２時３０分�「そこが知り
たい動物のなぞ」など�所�申�問東大阪大学０６
（６７８２）２８２４、�０６（６７８２）２８９６

クリスマス会
�時１２月４日�午前１０時～午後２時�内ステ
ージ発表、模擬店、バザーなど�所�問サンホ
ーム０６（６７８７）３７３３

日本民謡皐月会・結成大会「うたかい」
�時１１月２６日�午前１０時～午後５時�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�問�宮０９０
（６３７６）０２８０

東大阪市合唱祭
�時１１月２３日
午後０時３０分～４時�所市民
会館市民ホール�問市合唱連盟「藤原」０６（６７２１）
６３７８

花育ひろば
�時１１月１９日�午前１０時３０分～午後０時３０

分、午後２時～４時�所府立中央図書館�料
１，５００円�対５歳～１２歳の児童※保護者同伴可
�申�問ハートフルサロンWith080（４３９０）３２５４

歌 声 喫 茶
�時１０月２９日�午後２時～４時�所あいも文

化交流会館（御厨中１）�料５００円�申�問宮崎０９０
（６２４３）８９２１

オカリナ体験入門教室
�時１０月１７日�・３１日�午後０時４５分～２
時、２０日�・２７日�午後７時３０分～８時４５
分�所あいも文化交流会館（御厨中１）�料各
５００円�持オカリナ・アルトＣ※購入可�申�問
明石０９０（７５５２）７３９４

家事家計講習会
�時１１月１５日	午前１０時１５分～正午�所くす
のきプラザ（若江岩田駅前）�料４００円�申�問
種村０６（６７８４）７０７５

囲碁将棋秋祭
�時１１月１日	～６日�午後２時３０分～６
時３０分（２日と４日を除く）�所あいも文化
交流会館（御厨中１）�料各３００円（４日間６００
円）�申�問大石０９０（１１４３）６４２０
講演・ちょっと気になる発達障がい

～発達障がいのＡＢＣ
�時１２月３日�午後２時～４時３０分�所グリ
ーンパル（中鴻池）�申メールまたはファク
スで�申�問特定非営利活動法人にじ０５０（３９００）
３３４９（�兼用）、�niji@sann.jp

親子のふれあいを大切に♪
子育て支援センター・保育所の催し

※車での来場はご遠慮ください

（８）平成２３年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



親子で遊ぼう

�時１１月２６日�午前９時３０分～１１時３０
分 �対親子 �定２０組（申込先着順）
�内講演「こどもの心をとりもどそう～
伝承遊びを楽しもう」こども研究セン

ター長・吉岡眞知子さん、自由遊びな

ど �申１０月２６日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ

ー ０６（６７８２）２８２１（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

折り紙教室

お正月飾りを作ります。 �時１１月１３
日�午後１時３０分～４時 �対市内在住、
在勤（いずれか）の方 �定１０人（抽選）
�料５００円 �持はさみ、カッターナイフ
�申往復ハガキ（１人１枚）に教室名、住
所、氏名、電話番号を書いて、１０月２９

日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

ワイン講座

�時１１月１８日�午後６時３０分～８時３０
分 �対市内在住、在勤（いずれか）の２０
歳以上の方 �定２０人（抽選） �内ドイツ
ワインの生産地や醸造所のお話と試飲

�料２，０００円（軽食付き） �申往復ハガキ
に講座名、住所、氏名、電話番号を書

いて、１０月２５日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

パソコン教室

フォトストーリーを使ってスライド

ショーを作ります。 �時１１月５日�、
１２日�午後２時３０分～４時３０分 �対ウ
ィンドウズの基本操作ができ、２００万画

素以上のデジカメをお持ちの全日程参

加できる方 �定１１人（抽選） �料３，０００
円 �申ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、１０月２９日�
（必着）までに郵送（ファクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

お菓子作り教室

クリスマスに向けて、お菓子作りに

挑戦しませんか。 �時１１月９日～１２月
２１日の水曜日午後６時３０分～９時（２３

日を除く計６日間） �対市内在住の方
�定１５人（抽選） �料５，０００円 �持タオル、
持ち帰り用タッパーなど �申ハガキに
教室名、住所、氏名、電話番号を書い

て、１０月２５日�（必着）までに郵送（フ
ァクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―４―３ 長瀬

人権文化センター ０６（６７２０）１７０１、�
０６（６７２９）９１７１

野外活動講座

�時１１月２７日�午前９時～午後４時
�対成人 �定２０人（申込先着順） �内危
険予知トレーニング、応急手当、ＡＥ

Ｄ実習 �料５００円（飲み物付き） �持
弁当、水筒、タオル、筆記用具 �申１０
月１６日�午前９時から電話で
�所�申�問自由の森なるかわ ０７２（９８６）

１５５１、�０７２（９８６）１５５０

絵手紙体験教室

絵手紙の技法を使って、年賀状を作

ります。 �時１１月１６日�午前１０時～正
午 �対市内在住、在勤、在学（いずれか）
の方 �定２０人（抽選） �料３００円 �申
往復ハガキに教室名、住所、氏名（ふ

りがなも）、年齢、電話番号を書いて、

１１月２日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―１１―１７
青少年女性センター ０６（６７８９）５７４６、

�０６（６７８９）２０４９

安心して暮らすために
高齢者地域ケア会議全体研修会

住み慣れたまちで安心して暮らして

いくために、高齢者支援の福祉ネット

ワークについて考えてみませんか。

�時１０月２１日�午後２時～４時（開場は
午後１時３０分） �所市民会館市民ホー
ル �内講演「安心してくらす～みんな
で福祉ネットをつくってみませんか」

大阪城南女子短期大学教授・前田崇博

さん ※手話通訳あり。

�問�基幹型地域包括支援センター（荒
川�０６・６７２６・２５３３、�０６・６７２６・２５４４
角田�０７２・９６３・６６６３、�０７２・９６３・２０２０
�高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）
３８４８

歴史講演会

�時１０月２２日�午後２時～３時３０分
�定９０人（当日先着順） �内興福寺と法
勝寺～河内寺廃寺出土瓦所見メモ

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セ
ンター） ０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）
９４１１

サッカースクール

�時�対毎週火曜日（祝日を除く）�午後
３時４５分～４時５５分�園児 �午後４
時～５時１５分�小学校１年生～３年生
�午後４時１５分～５時３０分�小学校４
年生～６年生 ※体験あり。 �所近鉄
花園ラグビー場人工芝グラウンド �対
東大阪市、八尾市、柏原市に在住、在

学（いずれか）の方 �料年１，５００円、月
４，５００円 �申教室名、氏名、年齢（学年）、
電話番号を電話またはＥメールで ※

スタッフも募集。

�申�問�クラブマネージャー「梶田」
０８０（２４８３）７７９０ �スポーツエリア花
園クラブ �sa�hanazono@sn�osa
ka.com

�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）３２８２、

�０６（４３０９）３８３５

講演と実習～伝統大工の技法
古建築修復をとおして

鴻池新田会所の解体修理も手がけた

宮大工棟梁から古建築修復のお話を聞

き、重要文化財に使われている継手作

りに挑戦しませんか。 �時１０月２３日�
午後１時３０分～４時 �定２０人（申込先着
順） �料小・中学生２００円、高校生以上
の方３００円 �申電話で
�所�申�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

看護の現場を体感しませんか
病院見学会

看護師をめざす学生や看護師を対象

に病院見学会を行います。 �時１０月２３日
�、１１月１２日�午前９時３０分～正午
�定各１０人（申込先着順） �申行事名、
住所、氏名、年齢、電話番号を各実施

日前の金曜日までに電話またはファク

スで

�所�申�問市立総合病院看護局 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２２７１

一歩セミナー
女性のための心理学レッスン

思春期に一人立ちしていく子どもを

見守り、お互いに尊重し合える親子関

係を考えます。 �時�内�１１月１１日�午
前１０時～正午�「カウンセリングから
見えてくる思春期」スクールカウンセ

ラー・本多利子さん �２５日�午後２
時～４時�「思春期の子どもと向き合
う」大阪府立芦間高等学校教諭・萬田

久美子さん（計２日間） �対おおむね
中学・高校生の子どもをもつ市内在住、

在勤、在学（いずれか）の女性 �定２０人
（抽選） ※１歳６か月～就学前幼児の

保育あり（１人２００円・定員１０人）。

�申ハガキに講座名、受講動機、住所、
氏名、電話・ファクス番号、保育の有

無（必要な場合は子どもの氏名、生年

月日も）を書いて、１１月４日�（必着）
までに郵送（電話またはファクス、Ｅ

メール、直接も可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@nifty.com

定員がある催しもあります。料金表示の

ないものは無料です。くわしくは問合せ先

まで。

東日本大震災復興支援バザー
�時１１月６日�午前１１時３０分～午後４時�所

文化会館※出品提供も募集�問NPO法人トイ
ボックス０７２（９６５）１５０１

あそびの広場＆サンデープレーパーク
�時１０月２３日�午前１１時～午後３時（雨天
中止）�所八戸の里公園�内手作り遊び、工作、
バザーなど�問山本０６（７８９７）５２６０
講演会～伸ばして縮めてワンツースリー
�時１１月５日�午後１時３０分～３時３０分�所
市民会館大集会室�申�問ナルクめざめ事務所
０６（６７２４）３１１４（�兼用）

インドネシア料理教室
�時１２月４日�午前１０時～午後１時�所くす
のきプラザ（若江岩田駅前）�対市内在住、
在勤、在学（いずれか）の方�料１，２００円�申
往復ハガキに教室名、住所、氏名、電話番

号を書いて、１１月１５日�（消印有効）まで
に�申�問〒５７７・８５２１荒本北１―１―１市役所文化
国際課内国際交流協会事務局０６（４３０９）３１５５

東大阪母親大会
�時１１月６日�午後１時３０分～４時３０分�所
市民会館大集会室・会議室�料５００円�問東大阪
母親大会連絡会０６（６７８１）２２１７

フォークダンスをいっしょに踊りませんか
�時１１月２日�午後７時～９時�所市民ふれ
あいホール�申�問若本０９０（７８７５）３４３４

え と Party
�時１２月４日�午前１０時～午後６時�所八尾
市文化会館�内来年の干支「辰」をテーマにし
た絵画の展示など※出展作品も募集（１点

５００円）�問えとParty 実行委員会０６（６７２２）
５１３０

親子で楽しむ楽器遊び
�時１１月２１日�午前１０時３０分～１１時３０分�所

ゆうゆうプラザ（日下）�対１歳６か月～就
園前幼児とその保護者�申�問東０９０（１７１１）６５０８

河内作品展
�時１２月９日�～１１日�午前１０時～午後６

時（１１日は午後４時まで）�所八尾市文化会
館※出展作品も募集（１点１，０００円）�問河内
作品展実行委員会０７２（９４９）０１１７

東大阪ベースボールフェスティバル
野球の試合や教室をします。�時１１月１３日
�午前８時～午後５時（雨天中止）�所花園
セントラルスタジアム�問河島０９０（３９４３）２２２６

おりがみ展
�時１０月２６日�～３０日�午前１０時～午後５

時（３０日は午後４時まで）�所市民美術セン
ター�問坂上０６（６７８２）９０４０

工作と絵本であそぼ
�時１１月２０日�午前１０時～１１時５０分�所もも
の広場（楠根）�問ピノキオ絵本で遊ぼう会
０９０（８７５９）９２１１

手話体験教室
�時�所�Ａコース�１１月８日�、１５日�、

２２日�・総合福祉センター�Ｂコース�１１
月１８日�、２５日�、１２月２日�・東公民館
☆いずれも午後７時～８時３０分で計３日間

�対中学生以上の初心者�料各５００円�申往復ハガ
キに教室名、コース名、住所、氏名、ファクス

番号を書いて、１０月２７日	（必着）までに�申
�問〒５７７・００５６長堂１―１１―９―１００３身体障害者
福祉協会聴言部会「今西」�０６（６７８４）７７６８
カレーパンのまち・東大阪フリーウォーク
近鉄河内小阪駅から近鉄花園ラグビー場

までのカレーパンのお店や史跡などをめぐ

りませんか。�時１１月５日�午前９時３０分～
１１時�所近鉄河内小阪駅�問近畿日本鉄道
八
戸ノ里駅０６（６７８８）０８６６（�兼用）
講演～べてるの家がやってくる�

�時１２月４日�午前１０時～午後５時�所エル
・おおさか（大阪市中央区）�申�問阪本病院
べてるの家講演会事務局０６（６７２１）０３４４、

�０６（６７３０）３６５１

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１０月１５日（９）
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催しの続き

ヘルシーウォーキング

わずか９年間存在した幻の鉄道「大

仏鉄道」の廃線跡を歩きます。 �時１１
月５日�（雨天中止） ☆近鉄奈良駅

東口に午前９時３０分集合、ＪＲ加茂駅

で午後３時ごろ解散 �対市内在住、在

勤（いずれか）の方 �内大仏鉄道公園

―井関川橋台―赤橋―鹿背山橋台―観音寺

橋台（約１０�） �料５００円 �持弁当、飲

み物 �申往復ハガキ（１人１枚）に行

事名、住所、氏名、電話番号を書いて、

１０月２０日�（必着）までに郵送

�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３ グ

リーンパル（中鴻池）０６（６７４７）１５９２、

�０６（６７４４）２７４８

森林に親しもう
びょうぶ

生駒花屏風ハイキング

大阪ミュージアム構想の登録物など

を楽しみながらハイキングをし、サク

ラなどを植樹します。また、自然歩道

マップなどの配布や記念品の抽選会も
わ に

あります。 �時１１月１２日� ☆王仁公

園小グラウンド（ＪＲ藤阪駅から徒歩

約５分）に午前９時３０分集合、ＪＲ長

尾駅で午後３時解散 ※前日午後６時

５５分ごろのＮＨＫ気象情報で、当日午

前の降水確率が６０％以上の場合は１１月

１９日�に延期。 �定３００人（当日先着順）

�内旧田中家鋳物民俗資料館―甘南備山―

尊延寺―長尾大池（９�） �持弁当、飲

み物、タオル、雨具、敷物、動きやす

い服・靴、軍手

�問�生駒山系森づくりサポート協議

会事務局 ０７２（９９４）１５１５ �みどり対

策課 ０６（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）３８３６

文化の日 森の横丁
木と遊ぼう�

見たり、体験したりできる遊びと学

びがいっぱい。ぜひ、お越しください。

�時１１月３日�午前１１時～午後４時３０分

�内木と遊ぼう森のステージ、工作教室、

模擬店など �料工作・模擬店１回１００円

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

世界の文化を体験�
東大阪国際交流フェスティバル

６１か国・

約２万人の

外国籍住民

が暮らす本

市で、「わた

しのまちは

アジアのま

ち わたし

のまちは世

界のまち」

を合言葉に開催します。 �時１１月３日

�午前１０時～午後４時 �所三ノ瀬公園

�内世界の歌や踊り、楽器演奏、パレー

ド、世界の食べ物や民芸品、特産物コ

ーナーなど ※運営ボランティアも募

集。

�問�東大阪国際交流フェスティバル

実行委員会「杉山」 ０９０（３２６０）５９２０

�文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６
（４３０９）３８２３

くすのき歌声広場と
はなし

露の都さんのお噺

落語家の露の都さんによる落語と講

演「悪質商法にダマされたらアカンで

～」を行います。また、懐かしのメロ

ディーをみんなで歌います。 �時１１月
２０日�午後１時～４時３０分 �対市内在

住、在勤（いずれか）の方 �定１００人

（抽選） �料５００円 �申往復ハガキに行

事名、住所、氏名、電話番号を書いて、

１０月２５日�（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００

くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

ヤングフェスタ

�時１１月６日�午後１時～４時 �定１７０
人（当日先着順） �内大阪商業大学学

生によるギター演奏、東大阪大学学生

による人形劇、樟蔭中学校・高等学校

の生徒による吹奏楽演奏とダンス、畑

ヴァイオリンアカデミー・ストゥリン

グスオーケストラによる演奏

�所�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

家庭のぬくもりを子どもたちに
里親シンポジウム

さまざまな事情で家庭を離れて生活

しなければならない子どもたちを里親

家庭で養育することを促進するため、

シンポジウムを開催します。 �時１０月
１５日�午後１時３０分～４時 �所大阪府

教育会館たかつガーデン（大阪市天王

寺区） �定２００人（申込先着順） �内講演、

里親の体験談、里親相談コーナーなど

※保育あり（要予約）。 �申電話またはフ

ァクスで ※府ホームページ（https��
�www.shinsei.pref.osaka.jp�ers�inp
ut.do?tetudukiId=2011080016）から

も申込みできます。

�申�問府民お問合せセンター ♯８００１

または０６（６９１０）８００１、�０６（６９１０）８００５
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

市民環境フェスティバル実行委員

環境保全やごみ問題に取り組む市民

や団体による市民環境フェスティバル

（来年６月２日�に開催予定）の実行

委員を募集します。 �申１１月１８日�午

前１０時から市役所本庁舎２２階第２会議

室で開催する説明会に参加のうえ直接

�問�市民環境フェスティバル準備委

員会「松浦」 ０９０（６９６５）３３８７ �循

環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、�０６
（４３０９）３８１８

年忘れカラオケ大会出演者

１２月４日�（正午～午後４時）に夢

広場で開催するカラオケ大会の出演者

を募集します。 �対市内在住の方 �定
５０人（抽選） �申往復ハガキに行事名、

住所、氏名（ふりがなも）、年齢、電話

番号、２曲分の曲名と歌手名を書いて、

１１月１日�（消印有効）までに郵送

�申�問〒５７７・００５６長堂１―８―３７ 夢広場

（布施駅前） ０６（６７８４）２０１４（�兼用）

医療ソーシャルワーカー

患者や家族からの相談や転院・退院

の調整を行う医療ソーシャルワーカー

（嘱託職員）を募集します。 �対社会

福祉士の資格があり、病院勤務または

介護・医療相談業務の経験がある方

�定１人 ※履歴書と資格登録証の写し

が必要。勤務日数や給与などくわしく

はお問合せください。 採用日（予定）
１１月１日

�申�問市立総合病院医事課 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２１９４

生活保護関係嘱託職員

ケースワーク補助員を募集します。

試験日 １０月３０日� �申応募用紙に必

要事項を書いて、１０月２４日	（消印有

効）までに郵送（直接は２６日
まで可）

※応募資格や募集要項など、くわしく

は市ホームページをご覧ください。

�申�問〒５７７・８５２１市役所生活福祉課

０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

テニススクール生

月初めに随時入会を受け付けていま

す。 �時�料�初級�日曜日午前１０時３０

分～正午・月７，０００円、火曜日午前１０時

～正午・月５，０００円 �中級�土曜日午

前９時～１０時３０分、午前１０時３０分～正午

・各月８，０００円、日曜日午前９時～１０時

３０分・月８，０００円 �定各若干名 ※入会

金２，０００円が必要。ビジター会員（１回

２，０００円）もあります。

�所�申�問水走ルーフテニス場 ０７２（９６３）

８８７８、�０７２（９６５）８７４３
�問公園管理課 ０６（４３０９）３２２８、�０６

（４３０９）３８３６

アルバイト保育士

市立保育所で働くアルバイト保育士

の登録者を募集します。

�対保育士の資格がある方 勤務時間
原則午前８時４５分～午後５時１５分 ※

雇用は来年３月３１日までです。 �申履

歴書（写真添付）に必要事項を書き、保

育士証（写）を添えて直接（郵送も可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所保育課 ０６

（４３０９）３１９６、�０６（４３０９）３８１７

保育所入所児童
１０月３１日までに申込みを

６歳未満（就学前）の子どもがいて、

保育できない事情がある来年度の保育

所入所希望者は、１０月３１日	までに申

し込んでください。今年３月以前に申

し込んでいる方も再度申込みが必要で

す。なお、今年の４月２日から来年２

月４日までに生まれた０歳児は、来年

２月１７日�まで受け付けします。

なお、市立金岡保育所は１歳児も募

集します。

�申�問東・中・西福祉事務所子育て支

援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７

市では、６５歳以上で介護保険の要

介護・要支援認定を受けていない方

に、介護予防のための「基本チェッ

クリスト」を１０月から３年間、毎月

おおむね４，０００人へ順次送付します。

基本チェックリストは、２５項目の

質問から日常生活における生活機能

を確認するためのもので、回答して

いただくと本人へ生活機能に関する

結果を通知するとともに、生活機能

の低下がみられる方には効果的な介

護予防プログラムを案内します。

健康状態や生活を振り返る機会に

もなりますので、ぜひご協力くださ

い。

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

「俳句が趣味の高齢の母に『俳句

がすばらしいので新聞に掲載したい』

という電話がかかってきて、無料と

言うので掲載を承諾したが１０万円を

請求され、その後全く知らない業者

からも請求されるようになりました」

俳句や短歌、絵画などが趣味の高

齢者に「作品を新聞（雑誌、インタ

ーネット）に掲載しないか」と勧誘

があり、無料と思い承諾したところ

高額な掲載料を請求されたという相

談や、掲載料が高額なので断ったの

に強引に契約させられたという相談

が増えています。また、契約業者と

違う業者から次々と請求されるとい

う相談も多く、中には「利益を震災

の義援金にする」という勧誘もあり

ます。

自分の作品が誉められ、新聞など

に掲載すると言われると嬉しいもの

ですが、業者はそのような心理を巧

みに利用して契約を結ばせます。次

のことに気をつけましょう。 �契

約前に掲載新聞（雑誌）名や掲載時

期などを書面で確認する �しつこ

い勧誘でも、必要がなければきっぱ

りと断る �勝手に掲載して請求さ

れた場合、契約が成立していないと

考えられるので支払わない

このような勧誘は、契約書（法定

書面）を受け取ってから８日以内で

あればクーリング・オフ（無条件解

約）できます。怪しいと思ったら相

談してください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

介護予防のための基本チェックリスト
６５歳以上の対象者へ送付します

趣味につけこむ
悪徳商法にご注意�
～緊急度レベル★★★★☆

（１０）平成２３年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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宅 建 相 談

�時１０月２５日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関するもの
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

建築士による相談

住宅の耐震診断・改修補助の申込み

も受け付けます。 �時１０月１８日�午後
１時～４時 �所市役所本庁舎１階相談
室 �内建替え、耐震、アスベスト、リ
フォーム、シックハウス、欠陥住宅など

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

鴻池新田会所寄席

�時１０月３０日�午前１０時３０分～正午、午
後１時～２時２０分、午後２時３０分～３

時５０分 �定各１５０人（当日先着順） �内
天満天神の会による古典落語「鴻池の

犬」「野崎参り」「七度狐」など �料小・中
学生２００円、高校生以上の方３００円

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

あるこう会

箕面公園（大阪府箕面市）をバスで訪

ねます。 �時１１月９日�、１６日�（雨天
時は行き先変更あり） ☆いずれも長瀬

老人センターを午前９時３０分出発、午後

３時３０分ごろ解散 �対市内在住の６０歳
以上の方 �定各４５人（申込先着順） �料
１，５００円 �持弁当、飲み物 �申１０月１７日
�から本人確認書類と料金を添えて直接
�申�問長瀬老人センター ０６（６７２０）

５６５３、�０６（６７２４）９８６９

ひるさがりロビーコンサート

�時�内�１１月１３日��パンの会による
リコーダーの演奏「アイネ・クライネ

・ナハトムジーク」「天空の城ラピュタ

より」など �２７日��的場純子さん
によるピアノ演奏「子供の情景Op.15」

など ☆いずれも午後１時３０分～２時

１５分（開場は午後１時）

�所�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

福祉用具展示会・作品展覧会

車いすや介護用ベッドなどの福祉用

具を展示し、正しい使い方を説明しま

す。また、介護保険サービス利用者に

よる作品展覧会も行います。 �時１０月
２６日�～２８日�午前１０時～午後５時（２８
日は午後３時まで） �所市役所本庁舎１
階多目的ホール・ロビー

【講演会】
シルバー産業新聞編集長の安田勝紀

さんが「いよいよカウントダウン�～
４月から介護保険はこう変わる�」を
テーマにお話します。 �時１０月２６日�
午前１０時～１１時３０分 �所クリエイショ
ン・コア東大阪南館３階クリエイター

ズプラザ �定４００人（当日先着順）
◇ ◇

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

リフレッシュしませんか
在宅高齢者介護者のつどい

�時１１月７日�午前１０時３０分～午後３
時 �所ホテルアウィーナ大阪（大阪市
天王寺区） �対家庭で寝たきりや認知
症の高齢者を介護している市内在住の

方 �定５０人（抽選） �内講演「高齢者
とお化粧」大阪樟蔭女子大学教授・日

比野英子さん、食事会 �料１，０００円
�申ハガキに行事名、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号、介護期間を書いて、

１０月１７日�～２８日�（消印有効）に郵
送（ファクスも可）

�申�問〒５７８・０９１２角田２―３―８ 基幹型地

域包括支援センター角田 ０７２（９６３）

６６６３、�０７２（９６３）２０２０
�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６

（４３０９）３８４８

シルバーフェスティバル～作品展

シルバー人材センターの会員が作成

した木工や手芸、書道などの作品を展

示します。 �時１１月１日�、２日�午
前９時～午後５時（２日は午後３時ま

で） �所市役所本庁舎１階多目的ホール
�問シルバー人材センター ０６（６２２４）

２４０８、�０６（６２２４）２４０９

東大阪文化ふれあい劇場

映画「かもめ食堂」を上映します。

�時１１月６日�午前１０時～１１時４０分、午後
１時３０分～３時１０分（開場は３０分前）

�定各５００人 �料前売券５００円、当日券７００円
�所�申�問文化会館 ０７２（９６５）１５０１、�

０７２（９６５）７１４７

bj リーグを応援しよう�
東大阪アリーナ

日本プロバスケットボールリーグ（ｂ

ｊリーグ）の試合を東大阪アリーナで

開催します。プロ選手の迫力あるプレ

ーを間近で観戦しませんか。 �時１０月
２２日�、２３日�午後２時から（開場は
正午） �内大阪エヴェッサ対琉球ゴール
デンキングス �料小学生～高校生１，３００
円から、大人２，３００円から ※前売券は

各５００円引。チケットの購入方法は大阪

エヴェッサホームページ（http���www.
evessa.com�ticket�）をご覧ください。
【バスケットボールクリニック】
大阪エヴェッサのスクールコーチが

上手くなるコツを教えます。 �時１０月
２２日�午後５時３０分～７時 �対小学生
�定５０人（申込先着順） �持動きやすい服、
室内用シューズ、あればマイボール

◇ ◇

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

東大阪産業展
テクノメッセ東大阪２０１１

「日本 元気 モノづくり」をテーマ

に、モノづくりのまち東大阪の多種多

様な工業製品を展示します。最新情報

の入手や技術提携に役立てませんか。

�時１１月９日�午前１０時～午後５時、１０
日	午前９時３０分～午後４時 �所マイ
ドームおおさか（大阪市中央区）

�問�東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１ �モ
ノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、�０６
（４３０９）３８４６

と

ゆとり一人秋まつり

�時１０月３０日�午前１０時３０分～午後３時
�内�講演「通訳ガイド 旅のお話、異

文化ウォッチング」エッセイスト・志

緒野マリさん �琉球國祭り太鼓によ
るミニコンサート �ネイル体験、カ
レーパンの販売、お楽しみ抽選会など

�所�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

東大阪の商品で地産地送
ギフト展示・早期受注会

めっけもん もうけもん まいど�東
大阪（東大阪物産観光まちづくりセン

ター）では、市内の観光や経済の活性

化への取組みを進めるため、「東大阪・

地産地送」運動を行っています。この

一環として、お歳暮ギフト展示・早期

受注会を開催します。

１０月２９日�と３０日�には、市のマスコ
ットキャラクター「トライくん」や布

施商店街のマスコットキャラクター「ふ

せロボくん」、スマイル瓢�山のマスコ
ットキャラクター「せんなりくん」など

も参加します。 �時�所�１０月２９日�、３０
日�午前１０時～午後７時（３０日は午後
６時まで）�クレアホール・ふせ（足代
北２） �１０月３１日�～１１月３０日�午前
１０時～午後５時�めっけもん もうけも
ん まいど�東大阪（金曜日は定休日）
�問�めっけもん もうけもん まいど

�東大阪 ０７２（９８１）０１１１、�０７２（９４０）
６６７９ �商業課 ０６（４３０９）３１７６ �０６
（４３０９）３８４６

東大阪・鴻池ジャズ

東大阪市の新しい魅力「鴻池ジャズ」

を楽しみませんか。 �時１１月６日�午前
１１時～午後６時 �所鴻池新田会所など
【おわびと訂正】
東大阪市生涯学習情報誌「まなびに

トライ�」第５号において、参加費を
無料と掲載していましたが、メイン会

場（鴻池新田会所本屋・米蔵）へ入場

する場合は、参加協賛券が必要です。

また、開催時間は午前１１時～午後６時

です。おわびして訂正します。くわし

くは実行委員会ホームページ（http��
�www12.ocn.ne.jp��jazz�ko�）をご覧く
ださい。

◇ ◇

�問文化財課 ０６（４３０９）３２８３、�０６
（４３０９）３８３５

市では、産業集積を保全し、住工

混在の進展を防止するため、工業地

域におけるモノづくり立地促進補助

金の要件を延床面積１，０００
以上から
５００
以上に緩和します。
対象は、市内工業地域で延床面積

５００
以上または工業専用地域で延床
面積１，０００
以上の工場を新たに立地
（新築・増築・建替・取得など）す

る製造業を営む方です。また補助金

額は、当該工場の土地・家屋にかか

る固定資産税および都市計画税相当

額の一定割合です。

なお、補助金の交付を受けるには、

事前に補助対象事業としての指定を

受ける必要がありますので、くわし

くはお問合せください。

�申�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）

３１７７、�０６（４３０９）３８４６

市民活動団体やボランティアグル

ープが、インターネットで情報発信

できる市民活動情報サイト（愛称：

スクラムは～と）を１２月（予定）に開

設します。インターネットに接続し

ているパソコンがあれば利用可能で

す。まちづくり活動を広げるために

活用しませんか。

登録すると次のことができます。

�市が付与するＩＤとパスワードで
サイトにアクセスすると簡易なホー

ムページをもつことができる �イ
ベント情報などを登録でき、サイト

のトップページで新着情報として紹

介できる �イベント参加者やメン
バー募集ができる �イベントなど
の報告が写真付きで掲載できる �
新着情報などを集約したメールマガ

ジンが定期的に配信できる ※ホー

ムページの作成や更新が難しい場合

は、団体の登録だけでも可。 登録方
法 申請書に必要事項を書いて、直

接 ※申請書は１０月１５日�から市ホ
ームページでダウンロードできます。

�申�問まちづくり支援課 ０６（４３０９）

３３５０、�０６（４３０９）３８１２

モノづくり立地促進補助金

対象を拡充します

登録団体を募集します
市民活動情報サイト ススススススススススススススススススククククククククククククククククククララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムはははははははははははははははははは～～～～～～～～～～～～～～～～～～とととととととととととととととととと

かんたんに情報発信�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年１０月１５日（１１）



日日日日日日日日日日
新新新新新新新新新新
高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校
がががががががががが
ササササササササササ
ポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
しししししししししし
まままままままままま
すすすすすすすすすす

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
がががががががががががががががががががが
ササササササササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

本
市
唯
一
の
市
立
高
校
で
あ
る
日

新
高
校
で
は
、
若
者
の
夢
の
実
現
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
春
、
高
校
進
学
を
迎
え
る

あ
な
た
。
日
新
高
校
で
夢
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

英語科の授業では、外国人講師が「使える」英語を指導

日
新
高
校
は
「
地
域
に
根
ざ

し
、
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
他
の

府
立
高
校
に
な
い
独
自
の
制
度

や
指
導
方
法
で
生
徒
一
人
ひ
と

り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
は

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
学
力
向
上
」

日
新
高
校
は
、
よ
り
専
門
性

を
深
め
た
教
育
を
す
る
た
め
、

商
業
科
、
英
語
科
、
普
通
科
の

３
学
科
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

進
路
希
望
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

施
設
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

大
学
や
専
門
学
校
へ
の
進
学

は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
就
職
難
の

時
代
で
も
１
０
０
％
の
就
職
率

を
め
ざ
し
、
専
門
科
目
や
就
職

サ
ポ
ー
ト
科
目
な
ど
少
人
数
で

丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

英
語
科
で
は
、
大
学
レ
ベ
ル

の
英
語
学
習
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ
教
室
）
を
導
入
し
、
実
用

的
な
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
英

検
準
１
級
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
７

０
点
以
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
学
科
の
生
徒
を
対
象

に
、
毎
年
６
人
を
公
費
留
学
生

と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
ン
デ

ー
ル
市
に
３
週
間
派
遣
し
、「
使

え
る
」
英
語
を
習
得
し
ま
す
。

商
業
科
で
は
授
業
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
に
模
擬
商
社
を
設

立
さ
せ
、
商
取
引
の
演
習
を
行

っ
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室

で
実
践
的
な
会
計
な
ど
を
学
ん

だ
り
し
て
、
社
会
で
即
戦
力
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て

て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
種
以
上

の
検
定
１
級
の
取
得
も
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

普
通
科
総
合
選
択
制
は
、
２

年
生
か
ら
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
」

「
芸
術
・
表
現
」「
自
然
・
生
命

科
学
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
５
つ
の

分
野
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
徒
の
進
路
希
望
に
合
わ
せ
た

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

英
語
科
や
商
業
科
と
リ
ン
ク
し
、

専
門
学
科
併
設
の
強
み
を
い
か

し
て
い
ま
す
。

め
ざ
す
は

「
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」

日
新
高
校
は
、
大
学
並
み
に

設
備
の
整
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
や
校
内
で
合
宿
で
き
る

施
設
な
ど
を
設
置
し
、
ク
ラ
ブ

活
動
も
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
は
、
生
徒
の
３
人

に
２
人
が
所
属
し
、卓
球
部
や
吹

奏
楽
部
は
全
国
大
会
や

近
畿
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
、
毎
年
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
部
や
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
府
内
で
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
る
実
力
が
あ

り
、
特
に
ラ
グ
ビ
ー
部
は
地
元

の
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

め
ざ
し
、
日
々
厳
し
い
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

【
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
】平

成
２０
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
大
阪
府
予
選
で
初
め
て
ベ
ス

ト
８
に
入
っ
て
以
来
、
新
人
戦

や
大
阪
総
体
な
ど
大
阪
府
に
お

い
て
ベ
ス
ト
８
の
常
連
校
と
な

っ
て
き
て
い
る
日
新
高
校
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
」
と
し

て
有
名
な
東
大
阪
市
に
お
い
て
、

部
員
た
ち
は
「
ラ
グ
ビ
ー
だ
け

で
は
な
い
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
も
あ
る
」
と
の
思
い
を
強
く

持
ち
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
お

り
、
大
阪
ベ
ス
ト
４
、
さ
ら
に

は
全
国
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
日
新
高
校

は
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
実
現

す
る
た
め
に
み
ん
な
が
応
援
し

て
く
れ
る
学
校
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
全
国
を
め
ざ
す
後
輩
た
ち

が
た
く
さ
ん
入
部
し
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

学
校
見
学
会
・
公
開
授
業

日
新
高
校
で
実
際
に
授
業
や

ク
ラ
ブ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
く
わ
し
く
は
日
新
高
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:��w
w

w
.c
ity
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.

o
s
a
k
a
.jp�

�s
c
h
o
o
l�n
is

s
h
in
�
h�

）を
ご
覧
に
な
る
か

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
・
内
容

▽
１０
月
２２

日
�
�
学
校
説
明
、授
業
体
験
、

ク
ラ
ブ
見
学
体
験

▽
１１
月
５

日
�
�
学
校
説
明
、施
設
見
学
、

ク
ラ
ブ
見
学
体
験

▽
１１
月
２６

日
�
、
来
年
２
月
１８
日
�
�
学

校
説
明
、
施
設
見
学

☆
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正

午
ご
ろ

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

日

新
高
校

０
７
２
（
９
８
５
）

５
５
５
１
、�
０
７
２（
９
８
５
）

３
２
７
６

府
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

充実したトレーニングルームや
合宿できる施設も完備

市役所本庁舎／荒本北１―１―１０６（４３０９）３０００
東福祉事務所／旭町１―１
（福祉係）…………………０７２（９８８）６６１７
（保護係）……………０７２（９８８）６６１６・６６１８
（子育て支援係）…………０７２（９８８）６６１９
中福祉事務所／岩田町４―３―２２―３００
（福祉係）…………………０７２（９６０）９２７５
（保護係）………………０７２（９６０）９２７１～３
（子育て支援係）…………０７２（９６０）９２７４
西福祉事務所／高井田元町２―８―２７
（福祉課）…………………０６（６７８４）７９８０
（保護課）…………………０６（６７８４）７６９６
（子育て支援係）…………０６（６７８４）７９８２
リージョンセンター
ゆうゆうプラザ（日下）／日下町３―１―７
（日下行政サービスセンター）０７２（９８６）９２８２
（日下市民プラザ）…………０７２（９８６）９２８４
やまなみプラザ（四条）／南四条町１―７
（四条行政サービスセンター）０７２（９８８）３１１１
（四条市民プラザ）…………０７２（９８８）３１１３
グリーンパル（中鴻池）／中鴻池町２―３―１３
（中鴻池行政サービスセンター）０６（６７４７）１５９０
（中鴻池市民プラザ）………０６（６７４７）１５９２
くすのきプラザ（若江岩田駅前）／岩田町４―３―２２―５００
（若江岩田駅前行政サービスセンター）
…………………………０７２（９６７）６５３０

（若江岩田駅前市民プラザ）…０７２（９６７）６５７５
ももの広場（楠根）／楠根１―１２―１２
（楠根行政サービスセンター）０６（６７４５）９１４４
（楠根市民プラザ）…………０６（６７４５）９１４７

夢広場（布施駅前）／長堂１―８―３７
（布施駅前行政サービスセンター）０６（６７８４）２０００
（布施駅前市民プラザ） ……０６（６７８４）２０１８
はすの広場（近江堂）／近江堂３―１２―１５
（近江堂行政サービスセンター）０６（６７３０）５７１８
（近江堂市民プラザ）………０６（６７３０）０８４０
行政サービスコーナー
石切駅／上石切町２―１―２２ …０７２（９８８）０６８３
旭町／旭町１―１………………０７２（９８８）６６２４
瓢�山駅／昭和町４―１………０７２（９８１）７１７５
豊浦／豊浦町１２―５ …………０７２（９８８）０１６４
北宮／川田２―３―３８ …………０７２（９６７）０９６１
花園／花園本町２―９―２１ ……０７２（９６７）０９５５
英田／吉田本町１―２―４８ ……０７２（９６２）０４５５
高井田／高井田本通７―４―１９…０６（６７８１）１６９１
永和／高井田元町２―８―２７……０６（６７８４）０２５０
八戸の里駅／小阪３―１―１３ …０６（６７８１）２４５７
弥刀駅／金岡１―１６―３ ………０６（６７２６）１２２８
大�／大�北４―３―２１ ………０６（６７３０）３２６０
子育て支援センター
鴻池／東鴻池町４―５―８………０６（６７４８）８２５２
長瀬／長瀬町３―６―３…………０６（６７２８）１８００
荒本／荒本２―６―３５ …………０６（６７８８）１０５５
旭町／旭町１―５………………０７２（９８０）８８７１
環境事業所
東部／中石切町６―３―５２ ……０７２（９８４）８００５
中部／菱江２―１―１２ …………０７２（９６３）３２１０
西部／渋川町２―１２―８ ………０６（６７２２）２９９４
北部／西堤本通西２―１―１６……０６（６７８９）１８５１
資源化チーム／西堤本通西２―１―１６０６（６６１８）８０８５

消防局／稲葉１―１―９ …………０７２（９６６）９６６０
防災学習センター／稲葉１―１―９
……………………………０７２（９６６）９９９８

消防署
東／鳥居町３―３………………０７２（９８３）０１１９
中／稲葉１―１―９………………０７２（９６６）０１１９
西／御厨栄町３―１―４１ ………０６（６７８８）０１１９
上下水道局水道庁舎／若江西新町１―６―６
……………………………０６（６７２４）１２２１

保健所／岩田町４―３―２２………０７２（９６０）３８００
保健センター
東／旭町１―１…………………０７２（９８２）２６０３
中／岩田町４―３―２２―３００………０７２（９６５）６４１１
西／高井田元町２―８―２７………０６（６７８８）００８５
総合病院／西岩田３―４―５ ……０６（６７８１）５１０１
東診療所／南四条町１―１ ……０７２（９８２）３８２１
休日急病診療所／西岩田４―４―３８
……………………………０６（６７８７）０１２３

動物指導センター／水走３―１２―３２
……………………………０７２（９６３）６２１１

男女共同参画センター／岩田町４―３―２２―６００
……………………………０７２（９６０）９２０１

社会教育センター／長堂１―１７―２９
……………………………０６（６７８９）４１００

青少年女性センター／高井田元町１―１１―１７
……………………………０６（６７８９）５７４６

ドリーム２１／松原南２―７―２１…０７２（９６２）０２１１
東大阪アリーナ／中小阪４―７―６０
……………………………０６（６７２６）１９９５

東体育館／鷹殿町１―２ ………０７２（９８２）１３８１

市民ふれあいホール／鳥居町３―３
……………………………０７２（９８２）６５６３

スポーツホールかがやき／角田２―３―６
……………………………０７２（９６２）８８１１

自由の森なるかわ／六万寺町１―１６６８
……………………………０７２（９８６）１５５１

旭町図書館／旭町１―１………０７２（９８２）１２３５
花園図書館／吉田４―７―２０……０７２（９６５）７７００
永和図書館／高井田元町２―９―２３
……………………………０６（６７８１）５５００

市民美術センター／吉田６―７―２２
……………………………０７２（９６４）１３１３

郷土博物館／上四条町１８―１２
……………………………０７２（９８４）６３４１

鴻池新田会所／鴻池元町２―３０
……………………………０６（６７４５）６４０９

発掘ふれあい館／南四条町３―３３
……………………………０７２（９８３）２３４０

市民会館／永和２―１―１ ………０６（６７２２）９００１
文化会館／稲葉４―１―３ ………０７２（９６５）１５０１
ユトリート東大阪／中小阪５―１４―３０
……………………………０６（６７２１）６０００

グリーンガーデンひらおか／東豊浦町１１―２７
……………………………０７２（９８２）９９２０

消費生活センター／岩田町５―７―３６
……………………………０７２（９６５）０１０２

産業技術支援センター／高井田中１―５―３
……………………………０６（６７８５）３３２５

高齢者サービスセンター／角田２―３―８
……………………………０７２（９６２）８０１１

日新高校
マスコットキャラクター

番
号
は
よ
く
確
か
め
て

ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う

若
者
の
夢
の
実
現

来来春春、、高高校校進進学学ををめめざざすす““ああななたた””へへ

（１２）平成２３年１０月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

車上ねらい対策～駐車時に中の荷物が見えていると狙われやすいので、車を離れるときは車内をからっぽにしましょう ―東大阪市治安対策本部―


